
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
原稿を読取位置へ給送する原稿フィーダと、
前記原稿フィーダで給送される原稿の画像を読み取るイメージリーダと、
前記イメージリーダで読み取られた画像を記憶するメモリと、
前記メモリに記憶された画像を記録シートにプリントするプリンタと、
コピージョブに関する画面を表示する表示手段と、
第１のコピージョブに関する画面と第２のコピージョブに関する画面とを切り換えて前記
表示手段に表示させるための切換指示手段と、
前記第１のコピージョブの実行中前記切換指示手段により前記第２のコピージョブに関す
る画面に切り換えて、前記第２のコピージョブの設定を可能にする予約コピー手段と、
前記予約コピー手段による前記第２のコピージョブの設定中に前記第１のコピージョブの
記録シートの給送ジャムを検知すると、前記第１のコピージョブのジャムの解除を直ちに
は行わずに前記第２のコピージョブの設定画面を表示するか前記第１のコピージョブのジ
ャムに関する表示を行うかを選択するための選択画面を表示させる表示制御手段と、
を有することを特徴とする画像形成装置。
【請求項２】
前記表示制御手段は、前記第２のコピージョブの設定画面を表示することが選択された場
合、前記第２のコピージョブにおける原稿読取終了後に前記第１のコピージョブのジャム
に関する表示を行わせることを特徴とする請求項１記載の画像形成装置。
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【請求項３】
原稿を読取位置へ給送する原稿フィーダと、
前記原稿フィーダで給送される原稿の画像を読み取るイメージリーダと、
前記イメージリーダで読み取られた画像を記憶するメモリと、
前記メモリに記憶された画像を記録シートにブリントするプリンタと、
コピージョブに関する画面を表示する表示手段と、
第１のコピージョブに関する画面と第２のコピージョブに関する画面とを切り換えて前記
表示手段に表示させるための切換指示手段と、
前記第１のコピージョブの実行中前記切換指示手段により前記第２のコピージョブに関す
る画面に切り換えて、前記第２のコピージョブの設定及び原稿読取を可能にする予約コピ
ー手段と、
前記予約コピー手段による前記第２のコピージョブの原稿読取中に前記第１のコピージョ
ブの記録シートの給送ジャムが生じても、前記第２のコピージョブの原稿読取終了までは
前記切換指示手段の操作を行うことなく前記第２のコピージョブに関する画面の表示から
前記第１のコピージョブのジャムに関する表示への切換えを阻止し、前記第２のコピージ
ョブの原稿読取終了後前記第１のコピージョブのジャムに関する表示へ切り換える表示制
御手段と、
を有することを特徴とする画像形成装置。
【請求項４】
前記第１のコピージョブのジャムに関する表示へ切り換えられた後、ジャムが解除される
と、前記表示制御手段は前記第２のコピージョブに関する画面に復帰させることを特徴と
する請求項 記載の画像形成装置。
【請求項５】
原稿を読取位置へ給送する原稿フィーダと、前記原稿フィーダで給送される原稿の画像を
読み取るイメージリーダと、前記イメージリーダで読み取られた画像を記憶するメモリと
、前記メモリに記憶された画像を記録シートにプリントするプリンタと、コピージョブに
関する画面を表示する表示手段と、第１のコピージョブに関する画面と第２のコピージョ
ブに関する画面とを切り換えて前記表示手段に表示させるための切換指示手段とを有する
画像形成装置の制御方法であって、
前記第１のコピージョブを実行させる第１ジョブ実行ステップと、
前記第２のコピージョブに関する画面を表示させ、前記第２のコピージョブの設定を可能
にさせる予約ステップと、
前記第２のコピージョブの設定中に前記第１のコピージョブの記録シートの給送ジャムの
発生を検知する検知ステップと、
前記検知ステップでジャムが検知されると、前記第１のコピージョブのジャムの解除を直
ちには行わずに前記第２のコピージョブの設定画面を表示するか前記第１のコピージョブ
のジャムに関する表示を行うかを選択するための選択画面を表示させる選択表示ステップ
と、
を有することを特徴とする画像形成装置の制御方法。
【請求項６】
前記第２のコピージョブの設定画面を表示することが選択された場合、前記第２のコピー
ジョブにおける原稿読取終了後に前記第１のコピージョブのジャムに関する表示を行わせ
るジャム表示ステップを有することを特徴とする請求項５記載の画像形成装置の制御方法
。
【請求項７】
原稿を読取位置へ給送する原稿フィーダと、
前記原稿フィーダで給送される原稿の画像を読み取るイメージリーダと、
前記イメージリーダで読み取られた画像を記憶するメモリと、
前記メモリに記憶された画像を記録シートにプリントするプリンタと、
コピージョブに関する画面を表示する表示手段と、
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第１のコピージョブに関する画面から第２のコピージョブに関する画面とを切り換えて前
記表示手段に表示させるための切換手段と、
前記第１のコピージョブの実行中、前記第２のコピージョブに関する画面に切り換えて、
前記第２のコピージョブの設定を可能にする予約コピー手段と、
前記予約コピー手段による前記第２のコピージョブの設定中に前記第１のコピージョブの
記録シートの給送ジャムを検知すると、ジャムに関する画面表示を行い、且つ前記第１の
コピージョブのジャムの解除を直ちには行わずに前記第２のコピージョブの設定画面に切
り換えるためのボタンを表示させる表示制御手段と、
を有することを特徴とする画像形成装置。
【請求項８】
原稿を読取位置へ給送する原稿フィーダと、
前記原稿フィーダで給送される原稿の画像を読み取るイメージリーダと、
前記イメージリーダで読み取られた画像を記憶するメモリと、
前記メモリに記憶された画像を記録シートにプリントするプリンタと、
コピージョブに関する画面を表示する表示手段と、
前記第１のコピージョブの実行中に、前記第２のコピージョブに関する設定画面に切り換
えて、前記第２のコピージョブの設定を可能にする予約コピー手段と、
前記予約コピー手段による前記第２のコピージョブの設定中に、前記第１のコピージョブ
における前記原稿フィーダのジャムを検知すると、直ちに前記第２のコピージョブに関す
る設定画面の表示から前記第１のコピージョブのジャムに関する表示に切り換え、前記予
約コピー手段による前記第２のコピージョブの設定中に前記第１のコピージョブにおける
プリンタのジャムを検知すると、ジャムに関する画面表示を行い、且つ前記第１のコピー
ジョブのジャムの解除を直ちには行わずに前記第２のコピージョブの設定画面に切り換え
るためのボタンを表示させる表示制御手段と、
を有することを特徴とする画像形成装置。
【請求項９】
前記表示制御手段は、前記第２のコピージョブの設定画面を切り換えるための前記ボタン
が押された場合、前記第２のコピージョブにおける原稿読取終了後に前記第１のコピージ
ョブのジャムに関する表示を行わせることを特徴とする請求項 または 記載の画像形成
装置。
【請求項１０】
前記第１のコピージョブの前記原稿フィーダのジャムに関する表示へ切り換えられた後、
ジャムが解除されると、前記表示制御手段は前記第２のコピージョブに関する画面に復帰
させることを特徴とする請求項 記載の画像形成装置。
【請求項１１】
原稿を読取位置へ給送する原稿フィーダと、
前記原稿フィーダで給送される原稿の画像を読み取るイメージリーダと、
前記イメージリーダで読み取られた画像を記憶するメモリと、
前記メモリに記憶された画像を記録シートにプリントするプリンタと、
コピージョブに関する画面を表示する表示手段と、
前記第１のコピージョブの実行中に、前記第２のコピージョブに関する設定画面に切り換
えて、前記第２のコピージョブの設定及び読取を可能にする予約コピー手段と、
前記予約コピー手段による前記第２のコピージョブの設定中に、前記第１のコピージョブ
における記録シートの給送ジャムを検知すると、前記第２のコピージョブに関する設定画
面の表示から前記第１のコピージョブのジャムに関する表示に切り換え、前記予約コピー
手段による前記第２のコピージョブの原稿読取中に前記第１のコピージョブの記録シート
の給送ジャムを検知しても、前記第２のコピージョブの原稿読取終了までは前記第１のコ
ピージョブのジャムに関する表示の切り替えを阻止し、前記第２のコピージョブの原稿読
取終了後前記第１のコピージョブのジャムに関する表示に切り換える表示制御手段と、
を有することを特徴とする画像形成装置。
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【請求項１２】
原稿の画像を読み取るイメージリーダと、
前記イメージリーダで読み取られた画像を記憶するメモリと、
前記メモリに記憶された画像を記録シートにプリントするプリンタと、
コピージョブに関する画面を表示する表示手段と、
第１のコピージョブの実行中に第２のコピージョブの予約をする場合、第１のコピージョ
ブに関する画面から第２のコピージョブに関する画面に切り換えて前記表示手段に表示さ
せ、前記第２のコピージョブの予約設定中に前記第１のコピージョブの記録シートの給送
ジャムを検知した場合、ジャムに対する処置を後で行うことをユーザが指示可能な画面を
前記表示手段に表示し、ジャムに対する処置を後で行うユーザの指示に応じて前記第２の
コピージョブの予約設定画面に切り換える制御手段と、を有することを特徴とする画像形
成装置。
【請求項１３】
原稿の画像を読み取るイメージリーダと、
前記イメージリーダで読み取られた画像を記憶するメモリと、
前記メモリに記憶された画像を記録シートにプリントするプリンタと、
コピージョブに関する画面を表示する表示手段と、
第１のコピージョブの実行中に第２のコピージョブの予約をする場合、第１のコピージョ
ブに関する画面から第２のコピージョブに関する画面に切り換えて前記表示手段に表示さ
せ、前記第２のコピージョブの原稿読取中に前記第１のコピージョブの記録シートの給送
ジャムを検知した場合、前記第２のコピージョブの原稿読取を終えた後に前記第１のコピ
ージョブのジャムに関する画面を前記表示手段に表示する制御手段と、
を有することを特徴とする画像形成装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、画像メモリを有し、１つのジョブを実行中にほかのジョブの設定操作を行える
画像形成装置および画像形成装置の制御方法に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
従来、複数の画像データを記憶するハードディスク等のメモリを備えたデジタル複写機等
の画像形成装置において、コピージョブ全体の原稿画像をメモリに記憶し、そのメモリか
ら当該コピージョブの最初の出力画像から順にデータを読み出し画像形成し、所望の部数
分の画像形成処理を行う電子ソータモードを有する画像形成装置が提案されている。
【０００３】
上記の画像形成装置において、ハードディスク等メモリを持たないデジタル複写機、もし
くはアナログ複写機等においては原稿の画像読取り処理を出力部数分繰り返すことが必要
であるのに対して、電子ソータモードにより原稿の画像読み取りは出力部数に関わらず１
度の処理ですみ、自動原稿送り装置（ドキュメント・フィーダ、以下ＤＦ）等の循環ロス
等の生産性を低下させる要因に左右されることなく、画像形成処理が行える。
【０００４】
また、この電子ソータモードを用いた画像形成装置において、より効率的にシステムを稼
動させるため、原稿画像の読み取りおよび記憶の処理と画像形成処理を分割し、原稿画像
の読み取り終了後、画像形成処理を行っているかどうかに関係なく、次コピージョブの原
稿画像の読み取り処理および記憶処理を開始できる画像形成装置も提案されている。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】
従来の画像形成装置は上記のように構成されているので、画像形成処理中に次コピージョ
ブの原稿の読み取り処理および記憶処理を並行して行える画像形成装置において、連続し
て画像形成処理を行いたいコピージョブが２つ存在したときには、２つのコピージョブの
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原稿画像読み取り処理を終えた後に、使用者によるスタートキーの押下などの指示をしな
ければ画像形成処理をスタートさせることができないという問題点があった。
【０００６】
また、画像形成装置を使用者が効率的にコピーモードの設定およびコピースタートが行え
るよう、設定内容およびコピージョブの状態（原稿読み込み中，プリント中，プリント待
機中等）を各コピージョブごとに表示できる表示形態を持つ系において、紙詰まり，用紙
無しなどの異常状態が起こったときに、装置の状態に応じて異常状態の表示をする又はし
ないを選択的に制御することが困難であるという問題点があった。
【０００７】
本発明は、上記の問題点を解決するためになされたもので、第１のコピージョブに連続す
る第２のコピージョブの予約設定中に発生する第１のコピージョブに係る記録シートの給
送ジャムを検知した場合に、第２のコピージョブに対する予約設定操作画面と、ジャム発
生を通知する操作画面の切り替え表示を制御することにより、第１のコピージョブに連続
する第２のコピージョブの予約設定中に発生する第１のコピージョブに係る記録シートの
給送ジャムを検知した場合に、操作中のユーザに予約設定の操作画面とジャム発生を通知
する画面とを適切なタイミングで切り替えることにより、ユーザの選択操作で、あるいは
自動的に予約設定操作を優先させたり、発生しているジャム処理を優先させたりしても、
障害が発生している第１のコピージョブを迅速に再開させる操作画面または設定中の第２
のコピージョブに対する予約設定を確実に完了できるいずれかの操作画面を表示して、ユ
ーザが操作指示に混乱を招くことなく操作を行える画像形成装置および画像形成装置の制
御方法を提供することである。
【０００９】
さらに、本発明の第３の目的は、原稿搬送系の異常か記録系の異常かに応じて、次のジョ
ブの表示画面の切り換えを適切に制御できる画像形成装置および画像形成装置の制御方法
を提供することである。
【００１０】
【課題を解決するための手段】
本発明に係る第１の発明は、原稿を読取位置へ給送する原稿フィーダと、前記原稿フィー
ダで給送される原稿の画像を読み取るイメージリーダと、前記イメージリーダで読み取ら
れた画像を記憶するメモリと、前記メモリに記憶された画像を記録シートにプリントする
プリンタと、コピージョブに関する画面を表示する表示手段と、第１のコピージョブに関
する画面と第２のコピージョブに関する画面とを切り換えて前記表示手段に表示させるた
めの切換指示手段と、前記第１のコピージョブの実行中前記切換指示手段により前記第２
のコピージョブに関する画面に切り換えて、前記第２のコピージョブの設定を可能にする
予約コピー手段と、前記予約コピー手段による前記第２のコピージョブの設定中に前記第
１のコピージョブの記録シートの給送ジャムを検知すると、前記第１のコピージョブのジ
ャムの解除を直ちには行わずに前記第２のコピージョブの設定画面を表示するか前記第１
のコピージョブのジャムに関する表示を行うかを選択するための選択画面を表示させる表
示制御手段とを有することを特徴とする。
【００１１】
本発明に係る第２の発明は、前記表示制御手段は、前記第２のコピージョブの設定画面を
表示することが選択された場合、前記第２のコピージョブにおける原稿読取終了後に前記
第１のコピージョブのジャムに関する表示を行わせることを特徴とする。
【００１３】
本発明に係る第３の発明は、原稿を読取位置へ給送する原稿フィーダと、前記原稿フィー
ダで給送される原稿の画像を読み取るイメージリーダと、前記イメージリーダで読み取ら
れた画像を記憶するメモリと、前記メモリに記憶された画像を記録シートにブリントする
プリンタと、コピージョブに関する画面を表示する表示手段と、第１のコピージョブに関
する画面と第２のコピージョブに関する画面とを切り換えて前記表示手段に表示させるた
めの切換指示手段と、前記第１のコピージョブの実行中前記切換指示手段により前記第２
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のコピージョブに関する画面に切り換えて、前記第２のコピージョブの設定及び原稿読取
を可能にする予約コピー手段と、前記予約コピー手段による前記第２のコピージョブの原
稿読取中に前記第１のコピージョブの記録シートの給送ジャムが生じても、前記第２のコ
ピージョブの原稿読取終了までは前記切換指示手段の操作を行うことなく前記第２のコピ
ージョブに関する画面の表示から前記第１のコピージョブのジャムに関する表示への切換
えを阻止し、前記第２のコピージョブの原稿読取終了後前記第１のコピージョブのジャム
に関する表示へ切り換える表示制御手段とを有することを特徴とする。
【００１４】
本発明に係る第４の発明は、前記第１のコピージョブのジャムに関する表示へ切り換えら
れた後、ジャムが解除されると、前記表示制御手段は前記第２のコピージョブに関する画
面に復帰させることを特徴とする。
【００１５】
本発明に係る第５の発明は、原稿を読取位置へ給送する原稿フィーダと、前記原稿フィー
ダで給送される原稿の画像を読み取るイメージリーダと、前記イメージリーダで読み取ら
れた画像を記憶するメモリと、前記メモリに記憶された画像を記録シートにプリントする
プリンタと、コピージョブに関する画面を表示する表示手段と、第１のコピージョブに関
する画面と第２のコピージョブに関する画面とを切り換えて前記表示手段に表示させるた
めの切換指示手段とを有する画像形成装置の制御方法であって、前記第１のコピージョブ
を実行させる第１ジョブ実行ステップと、前記第２のコピージョブに関する画面を表示さ
せ、前記第２のコピージョブの設定を可能にさせる予約ステップと、前記第２のコピージ
ョブの設定中に前記第１のコピージョブの記録シートの給送ジャムの発生を検知する検知
ステップと、前記検知ステップでジャムが検知されると、前記第１のコピージョブのジャ
ムの解除を直ちには行わずに前記第２のコピージョブの設定画面を表示するか前記第１の
コピージョブのジャムに関する表示を行うかを選択するための選択画面を表示させる選択
表示ステップとを有することを特徴とする。
【００１６】
本発明に係る第６の発明は、前記第２のコピージョブの設定画面を表示することが選択さ
れた場合、前記第２のコピージョブにおける原稿読取終了後に前記第１のコピージョブの
ジャムに関する表示を行わせるジャム表示ステップを有することを特徴とする。
【００１８】
本発明に係る第７の発明は、原稿を読取位置へ給送する原稿フィーダと、前記原稿フィー
ダで給送される原稿の画像を読み取るイメージリーダと、前記イメージリーダで読み取ら
れた画像を記憶するメモリと、前記メモリに記憶された画像を記録シートにプリントする
プリンタと、コピージョブに関する画面を表示する表示手段と、第１のコピージョブに関
する画面から第２のコピージョブに関する画面とを切り換えて前記表示手段に表示させる
ための切換手段と、前記第１のコピージョブの実行中、前記第２のコピージョブに関する
画面に切り換えて、前記第２のコピージョブの設定を可能にする予約コピー手段と、前記
予約コピー手段による前記第２のコピージョブの設定中に前記第１のコピージョブの記録
シートの給送ジャムを検知すると、ジャムに関する画面表示を行い、且つ前記第１のコピ
ージョブのジャムの解除を直ちには行わずに前記第２のコピージョブの設定画面に切り換
えるためのボタンを表示させる表示制御手段とを有することを特徴とする。
【００２０】
本発明に係る第８の発明は、原稿を読取位置へ給送する原稿フィーダと、前記原稿フィー
ダで給送される原稿の画像を読み取るイメージリーダと、前記イメージリーダで読み取ら
れた画像を記憶するメモリと、前記メモリに記憶された画像を記録シートにプリントする
プリンタと、コピージョブに関する画面を表示する表示手段と、前記第１のコピージョブ
の実行中に、前記第２のコピージョブに関する設定画面に切り換えて、前記第２のコピー
ジョブの設定を可能にする予約コピー手段と、前記予約コピー手段による前記第２のコピ
ージョブの設定中に、前記第１のコピージョブにおける前記原稿フィーダのジャムを検知
すると、直ちに前記第２のコピージョブに関する設定画面の表示から前記第１のコピージ
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ョブのジャムに関する表示に切り換え、前記予約コピー手段による前記第２のコピージョ
ブの設定中に前記第１のコピージョブにおけるプリンタのジャムを検知すると、ジャムに
関する画面表示を行い、且つ前記第１のコピージョブのジャムの解除を直ちには行わずに
前記第２のコピージョブの設定画面に切り換えるためのボタンを表示させる表示制御手段
とを有することを特徴とする。
【００２１】
本発明に係る第９の発明は、前記表示制御手段は、前記第２のコピージョブの設定画面を
切り換えるための前記ボタンが押された場合、前記第２のコピージョブにおける原稿読取
終了後に前記第１のコピージョブのジャムに関する表示を行わせることを特徴とする。
【００２２】
本発明に係る第１０の発明は、前記第１のコピージョブの前記原稿フィーダのジャムに関
する表示へ切り換えられた後、ジャムが解除されると、前記表示制御手段は前記第２のコ
ピージョブに関する画面に復帰させることを特徴とする。
【００２３】
本発明に係る第１１の発明は、原稿を読取位置へ給送する原稿フィーダと、前記原稿フィ
ーダで給送される原稿の画像を読み取るイメージリーダと、前記イメージリーダで読み取
られた画像を記憶するメモリと、前記メモリに記憶された画像を記録シートにプリントす
るプリンタと、コピージョブに関する画面を表示する表示手段と、前記第１のコピージョ
ブの実行中に、前記第２のコピージョブに関する設定画面に切り換えて、前記第２のコピ
ージョブの設定及び読取を可能にする予約コピー手段と、前記予約コピー手段による前記
第２のコピージョブの設定中に、前記第１のコピージョブにおける記録シートの給送ジャ
ムを検知すると、前記第２のコピージョブに関する設定画面の表示から前記第１のコピー
ジョブのジャムに関する表示に切り換え、前記予約コピー手段による前記第２のコピージ
ョブの原稿読取中に前記第１のコピージョブの記録シートの給送ジャムを検知しても、前
記第２のコピージョブの原稿読取終了までは前記第１のコピージョブのジャムに関する表
示の切り替えを阻止し、前記第２のコピージョブの原稿読取終了後前記第１のコピージョ
ブのジャムに関する表示に切り換える表示制御手段とを有することを特徴とする。
【００２４】
本発明に係る第１２の発明は、原稿の画像を読み取るイメージリーダと、前記イメージリ
ーダで読み取られた画像を記憶するメモリと、前記メモリに記憶された画像を記録シート
にプリントするプリンタと、コピージョブに関する画面を表示する表示手段と、第１のコ
ピージョブの実行中に第２のコピージョブの予約をする場合、第１のコピージョブに関す
る画面から第２のコピージョブに関する画面に切り換えて前記表示手段に表示させ、前記
第２のコピージョブの予約設定中に前記第１のコピージョブの記録シートの給送ジャムを
検知した場合、ジャムに対する処置を後で行うことをユーザが指示可能な画面を前記表示
手段に表示し、ジャムに対する処置を後で行うユーザの指示に応じて前記第２のコピージ
ョブの予約設定画面に切り換える制御手段と、を有することを特徴とする。
【００２５】
本発明に係る第１３の発明は、原稿の画像を読み取るイメージリーダと、前記イメージリ
ーダで読み取られた画像を記憶するメモリと、前記メモリに記憶された画像を記録シート
にプリントするプリンタと、コピージョブに関する画面を表示する表示手段と、第１のコ
ピージョブの実行中に第２のコピージョブの予約をする場合、第１のコピージョブに関す
る画面から第２のコピージョブに関する画面に切り換えて前記表示手段に表示させ、前記
第２のコピージョブの原稿読取中に前記第１のコピージョブの記録シートの給送ジャムを
検知した場合、前記第２のコピージョブの原稿読取を終えた後に前記第１のコピージョブ
のジャムに関する画面を前記表示手段に表示する制御手段とを有することを特徴とする。
【００２６】
【発明の実施の形態】
〔第１実施形態〕
図１は、本発明の第１実施形態を示す画像形成装置の構成を説明する断面図であり、画像
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形成装置本体１００と自動原稿送り装置（ＤＦ）１８０から構成される場合に対応する。
【００２７】
図において、１００は画像形成装置本体である。１８０は自動原稿送り装置（ＤＦ）であ
る。
【００２８】
画像形成装置本体１００において、１０１はプランテンガラスで、原稿載置台としての原
稿台ガラスである。１０２はスキャナで、原稿照明ランプ１０３，走査ミラー１０４等で
構成され、原稿照明ランプ１０３から発せられた光がプランテンガラス１０１上に載置さ
れている原稿で反射し、走査ミラー１０４～１０６を介してレンズ１０８を透過してイメ
ージセンサ部（ＣＣＤセンサ等）１０９に達して結像する。なお、スキャナ１０２は不図
示のモータにより所定方向に往復動作可能なように構成されて、原稿全体を走査すること
ができる。
【００２９】
また、原稿をプラテンガラス１０１上に載置した後に走査ミラー１０４で原稿走査する代
わりに、走査ミラー１０４を固定して、ＤＦ１８０で原稿を搬送しながら画像を読み込む
ことも可能である。
【００３０】
１２０は露光制御部で、不図示のレーザ発生器，ポリゴンスキャナ（回転多面鏡を含む）
等で構成され、イメージセンサ部１０９で電気信号に変換されて後述する画像処理部１７
０で所定の画像処理が行われた画像信号に基づいて変調されたレーザ光１２９を発生させ
て感光体ドラム１１０に照射する。
【００３１】
１２６は画像形成部で、感光体ドラム１１０とその周囲に配置されている１次帯電器１１
２，現像器１２１，転写帯電器１１８，分離帯電器１１９，クリーニング装置１１６，前
露光ランプ１１４等から構成されている。
【００３２】
この画像形成部１２６において、感光体ドラム１１０は不図示のモータにより図に示す矢
印の方向に回転しており、１次帯電器１１２により所望の電位に帯電された後に、露光制
御部１２０からのレーザ光１２９が照射され、静電潜像が形成される。この感光体ドラム
１１０上に形成された静電潜像は、現像器１２１により現像されてトナー像として可視化
される。
【００３３】
一方、上段カセット１３１あるいは下段カセット１３２からピックアップローラ１３３，
１３４により給紙された転写紙は、給紙ローラ１３５，１３６により本体に送られ、レジ
ストローラ１３７により画像形成部１２６に給送され、可視化されたトナー像が転写帯電
器１１８により転写紙に転写される。
【００３４】
なお、転写後の感光体ドラム１１０は、クリーニング装置１１６により残留トナーが清掃
され、前露光ランプ１１４により残留電荷が消去される。
【００３５】
転写後の転写紙は、分離帯電器１１９によって感光体ドラム１１０から分離され、転写ベ
ルト１３０により定着前帯電器１３９，１４０に導かれ、トナー画像が再帯電され、定着
器１４１に送られ加圧，加熱によりトナーが定着され、排出ローラ１４２により画像形成
装置本体１００の外に排出される。
【００３６】
また、画像形成装置本体１００には、例えば４０００枚の転写紙を収納し得るデッキ１５
０が装備されている。デッキ１５０のリフタ１５１は、給紙ローラ１５２に転写紙が常に
当接するように転写紙の量に応じて上昇する。
【００３７】
なお、デッキ１５０に収容可能な転写紙は４０００枚でなく、１００枚であっても良いし
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、これ以外の枚数であっても良い。また、１００枚の転写紙を収容し得るマルチ手差し給
紙部１５３が装備されている。
【００３８】
１５４は排紙フラッパで、両面記録側ないし多重記録側と排出側との転写紙の搬送経路を
切り替える。また、１５８は下搬送パスであり、排紙ローラ１４２から送り出された転写
紙を反転パス１５５を介し、転写紙を裏返して再給紙トレイ１５６に導く。
【００３９】
また、１５７は多重フラッパで、両面記録と多重記録の経路を切り替える。これを左方向
に倒すことにより、転写紙を反転パス１５５を介さずに直接下搬送パス１５８に導く。
【００４０】
１５９は給紙ローラで、経路１６０を通じて転写紙を画像形成部１２６側に給紙する。１
６１は排出ローラで、排紙フラッパ１５４の近傍に配置されてこの排紙フラッパ１５４に
より排出側に切り替えられた転写紙を機外に排出する。また、両面記録（両面複写）や多
重記録（多重複写）時には、排紙フラッパ１５４を上方に上げて、複写済みの転写紙を反
転パス１５５，下搬送パス１５８を介して再給紙トレイ１５６に格納する。
【００４１】
このとき、両面記録時には、多重フラッパ１５７を右方向へ倒し、また多重記録時には、
多重フラッパ１５７を左方向へ倒す。再給紙トレイ１５６に格納されている転写紙が、下
から１枚ずつ給紙ローラ１５９により経路１６０を介して本体のレジストローラ１３７に
導かれる。
【００４２】
また、画像形成装置本体１００から転写紙を反転して排紙する時には、排紙フラッパ１５
４を上方へ上げ、多重フラッパ１５７を右方向へ倒し、複写済みの転写紙を反転パス１５
５側へ搬送し、転写紙の後端が第一の送りローラ１６２を通過した後に、排紙フラッパ１
５４を右方向へ倒し、反転ローラ１６３によって第二の送りローラ１６２ａ側へ搬送し、
排出ローラ１６１によって、転写紙を裏返してソータ１９０側へ排出される。
【００４３】
１９０は排紙処理装置（ソータ）で、画像形成装置本体１００から排出した転写紙をそろ
えて閉じるものである。つまり、一枚毎に排出される転写紙を処理トレイ１９３で積載し
てそろえ、１部分の画像形成の排出が終了したら、積載された転写紙束をステイプルして
排紙トレイ１９１、又は、１９２に束で排出する。排紙トレイ１９１，１９２は不図示の
モータで上下に移動制御され、画像形成動作開始前に積載する所望のトレイが処理トレイ
の位置になるように移動する。
【００４４】
以下、図２～５を参照して図１に示した画像形成装置の制御構成を説明する。
【００４５】
図２は、本発明の第１実施形態を示す画像形成装置の制御構成を説明するブロック図であ
る。
【００４６】
図において、１７１はＣＰＵで、画像形成装置本体１００の基本制御を行い、制御プログ
ラムが書き込まれたＲＯＭ１７４と処理を行うためのワーク領域が確保されているＲＡＭ
１７５，入出力ポート１７３がアドレスバス，データバスにより接続されている。入出力
ポート１７３には画像形成装置本体１００を制御するモータ，クラッチ等の各種負荷（不
図示）や、紙の位置を検知するセンサ等の入力（不図示）が接続されている。なお、ＣＰ
Ｕ１７１はＲＯＭ１７４に書き込まれた制御プログラムの内容に基づいて入出力ポート１
７３を介して順次入出力の制御を行い画像形成動作を実行する。
【００４７】
また、ＣＰＵ１７１には第１の操作部１７２が接続されており、後述する図６に示す第１
の操作部１７２の表示手段，キー入力手段を制御する。操作者は第１の操作部１７２から
のキー入力を通して画像形成動作モードや表示の切換え等をＣＰＵ１７１に指示し、ＣＰ
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Ｕ１７１は画像形成装置本体１００の状態やキー入力による動作モード設定の表示を行う
。
【００４８】
また、ＣＰＵ１７１には図１に示したイメージセンサ部１０９で電気信号に変換された信
号を処理する画像処理部１７０と、処理された画像を蓄積する画像メモリ部３が接続され
ている。
【００４９】
以下、図３を参照して図２に示した画像処理部１７０の構成を画像データの流れに沿って
説明する。
【００５０】
図３は、図２に示した画像処理部１７０の構成を説明するブロック図である。なお、図２
と同一のものには同一の符号を付してある。
【００５１】
図において、図１に示したレンズ１０８を介してイメージセンサ部１０９に結像された原
稿の画像データ（本実施形態ではＢｌａｃｋの輝度のデータとして入力されている）は、
アナログ信号処理部（不図示）に入力され、サンプル＆ホールド，ダークレベルの補正等
が行われる。
【００５２】
その後、Ａ／Ｄ変換部・シェーディング補正部（Ａ／Ｄ・ＳＨ部）３０１でアナログ・デ
ジタル変換（Ａ／Ｄ変換）し、デジタル化された画像信号を、シェーディング補正（原稿
を読み取るセンサのばらつき、および原稿照明用ランプの配光特性の補正）する。
【００５３】
その後、Ａ／Ｄ変換された画像信号はｌｏｇ変換部３０２に送られる。ｌｏｇ変換部３０
２には入力された輝度データを濃度データに変換するためのルックアップテーブル（ＬＵ
Ｔ）が格納されており、入力されたデータに対応するテーブル値を出力することによって
、輝度データを濃度データに変換する。
【００５４】
その後、変倍処理部３０３は所望の倍率に画像を変倍して、変倍された画像はγ補正部３
０４に入力される。γ補正部３０４では濃度データを出力する際に、プリンタの画像出力
特性を考慮したＬＵＴによる変換を行い、第１の操作部１７２で設定された濃度値に応じ
た出力の調整を行う。
【００５５】
その後、γ補正された濃度データは２値化部３０５へ送られる。２値化部３０５では画像
データに含まれる多値の濃度データが２値化され、濃度値が「０」あるいは「２５５」と
なる。８ｂｉｔの画像データは、２値化された「０」または「１」の１ｂｉｔの画像デー
タに変換され、メモリに格納する画像データ量は小さくなる。
【００５６】
しかし、画像を２値化すると、画像の階調数は２５６階調から２階調になるため、写真画
像のような中間調の多い画像データは２値化すると一般に画像の劣化が著しい。そこで、
２値データによる擬似的な中間調表現をする必要がある。ここでは、２値のデータ擬似的
に中間調表現を行う手法として誤差拡散法を用いる。
【００５７】
この方法は、ある画像の濃度があるしきい値より大きい場合は「２５５」の濃度データで
あるとし、あるしきい値以下である場合は「０」の濃度データであるとして２値化した後
、実際の濃度データと２値化されたデータの差分を誤差信号として、回りの画素に配分す
る方法である。
【００５８】
この方法における誤差の配分は、あらかじめ用意されているマトリックス上の重み係数を
２値化によって生じる誤差に対して掛け合わせ、回りの画素に加算することによって行う
。これによって、画像全体での濃度平均値が保存され、中間調を擬似的に２値化で表現す
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ることができる。
【００５９】
２値化された画像データは画像メモリ部３へ送られ、画像データが記憶され蓄積される。
また、後述する外部Ｉ／Ｆ処理部４では画像データが２値画像データとして処理されてい
るため、外部Ｉ／Ｆ処理部４からの画像データはそのまま画像メモリ部３に送られる。画
像メモリ部３は高速アクセスのページメモリと複数のページ画像データを蓄積可能な大容
量のメモリ（本実施形態では後述する図４に示すハードディスク４０４）を有している。
【００６０】
ハードディスク４０４に格納された複数の画像データは、図２に示した第１の操作部１７
２で指定された編集モードに応じた順序で出力される。例えばソータが指定された場合に
、ＤＦ１８０から送られた原稿束の画像データを読み取った順に出力する。つまり、ハー
ドディスク４０４に一旦格納された原稿の画像データを格納された順に読み出し、これを
複数回（所望の部数分）繰り返して出力する。これにより、原稿のページ順序と同じ順序
で出力されるので、ビンを複数有するソータと同じ役割を果たすことができる。
【００６１】
画像メモリ部３から出力された画像データはプリンタ部２にあるスムージング部３０６に
送られる。スムージング部３０６では、２値化した画像の線端部が滑らかになるようにデ
ータの補間を行い、露光制御部１２０へ画像データを出力する。露光制御部１２０では前
述の処理により画像データを感光体ドラム１１０上に形成する。
【００６２】
なお、プリンタ部２は図３に記載されているスムージング部３０６の他に画像形成部１２
６と転写紙が通る搬送路全てから構成されている。
【００６３】
以下、図４を参照して図２に示した画像メモリ部３の詳細を説明する。
【００６４】
図４は、図２に示した画像メモリ部３の構成を説明するブロック図である。なお、図２，
図３と同一のものには同一の符号を付してある。
【００６５】
図４において、３は画像メモリ部で、ＤＲＡＭ等のメモリで構成されるページメモリ４０
１に対して、メモリコントローラ４０２を介して外部Ｉ／Ｆ処理部４，画像処理部１７０
からの２値化画像の書き込み、およびプリンタ部２への画像読み出し、大容量の記憶装置
であるハードディスク４０４への画像の入出力のアクセスを行う。
【００６６】
４０２はメモリコントローラで、ページメモリ４０１のＤＲＡＭリフレッシュ信号の発生
を行い、また、外部Ｉ／Ｆ処理部４，画像処理部１７０，ハードディスク４０４からのペ
ージメモリ４０１へのアクセスの調整を行う。
【００６７】
更に、ＣＰＵ１７１の指示に従い、ページメモリ４０１への書き込みアドレス，ページメ
モリ４０１からの読み出しアドレスの管理制御および読み出し方向などの制御をする。こ
れにより、ＣＰＵ１７１はページメモリ４０１に複数の原稿画像をならべてレイアウトを
行い、プリンタ部２に出力する機能や、画像の一部のみ切り出しで出力する機能や画像回
転機能を制御する。
【００６８】
なお、４０３はＬＺ圧縮部で、ハードディスク４０４への画像の書き込み／読み出しを行
う時に画像データの圧縮／解凍を行う。
【００６９】
図５は、図３に示した外部Ｉ／Ｆ処理部４の構成を説明するブロック図である。なお、図
３，図４と同一のものには同一の符号を付してある。
【００７０】
図において、４は外部Ｉ／Ｆ処理部で、コア部５０６とファクシミリ部５０１，ファクシ
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ミリ部５０１の通信画像データを保存するハードディスク５０２，外部コンピュータ１１
と接続するコンピュータＩ／Ｆ部５０３，フォーマッタ部５０４，イメージメモリ部５０
５とを有している。
【００７１】
なお、外部Ｉ／Ｆ処理部４は前述した様に、画像メモリ部３を介してリーダ部１で読み取
り処理した２値画像データを外部Ｉ／Ｆ処理部４に取り込み、また、外部Ｉ／Ｆ処理部４
に送信された２値画像データを、画像メモリ部３を介してプリンタ部２へ出力して画像形
成を行う。なお、リーダ部１は図１に示したスキャナ１０２，原稿照明ランプ１０３，走
査ミラー１０４～１０６，レンズ１０８，画像処理部１７０等から構成されている。
【００７２】
５０１はファクシミリ部で、モデム（不図示）を介して電話回線などの公衆回線と接続し
ており、公衆回線からのファクシミリ通信データの受信と公衆回線へのファクシミリ通信
データの送信を行う。なお、ファクシミリ部５０１はファクシミリ機能を有する。すなわ
ち、指定された時間にファックス送信を行ったり、相手から指定パスワードの問い合わせ
で画像データを送信するなどハードディスク５０２にファックス用の画像を保存して処理
を行う。
【００７３】
このファクシミリ機能により、一度リーダ部１から画像メモリ部３を介して、ファクシミ
リ部５０１、ファクシミリ用のハードディスク５０２へ画像を転送した後は、リーダ部１
，画像メモリ部３をファクシミリ機能が使うことなしに、ファックス送信を行うことが可
能となっている。
【００７４】
５０３はコンピュータインタフェース部（コンピュータＩ／Ｆ部）で、外部コンピュータ
（ＰＣ／ＷＳ）１１とのデータ通信を行うインタフェース部であり、ローカルエリアネッ
トワーク（以下、ＬＡＮ），シリアルＩ／Ｆ，ＳＣＳＩＩ／Ｆ，プリンタのデータ入力用
のセントロＩ／Ｆなどを持つ。
【００７５】
このコンピュータＩ／Ｆ部５０３を介して、プリンタ部２，リーダ部１の状態を外部コン
ピュータ１１に通知したり、外部コンピュータ１１からの指示でリーダ部１で読み取った
画像を外部コンピュータ１１へ転送したりする。また、外部コンピュータ１１からプリン
ト画像データを受け取ったりする。なお、外部コンピュータ１１からコンピュータＩ／Ｆ
部５０３を介して通知されるプリントデータは専用のプリンタコードで記述されている。
【００７６】
５０４はフォーマッタ部で、画像メモリ部３を介してプリンタ部２で画像形成を行うため
に、外部コンピュータ１１から送信されるプリントデータのプリンタコードをラスタイメ
ージデータに変換する。なお、フォーマッタ部５０４はラスタイメージデータの展開をイ
メージメモリ部５０５で行う。
【００７７】
イメージメモリ部５０５は、上記のようにフォーマッタ部５０４がラスタイメージデータ
の展開するメモリとして使用したり、また、コンピュータＩ／Ｆ部５０３を介してリーダ
部１で読み取られた画像を外部コンピュータ１１に送る（画像スキャナ機能）場合に、画
像メモリ部３から送られる画像データを外部コンピュータ１１に送るデータの形式に変換
するために一部展開する領域として使用される。
【００７８】
５０６はコア部で、ファクシミリ部５０１，コンピュータＩ／Ｆ部５０３，フォーマッタ
部５０４，イメージメモリ部５０５，画像メモリ部３間それぞれのデータ転送を制御管理
する。これにより、外部Ｉ／Ｆ処理部４に複数の画像出力部（ファクシミリ部５０１，コ
ンピュータＩ／Ｆ部５０３）が接続されていても画像メモリ部３への１つの画像転送路だ
けで、コア部５０６の管理のもと、排他制御，優先度制御され画像出力が行われる。
【００７９】
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図６は、図２に示した第１の操作部１７２の構成を説明する図である。
【００８０】
図において、１７２は第１の操作部で、配設される種々のキーを操作することにより、画
像形成装置本体１００の複写動作を設定したり、複写動作の指示等を行うことができる。
【００８１】
６２１はパワーランプで、電源が入っていることを示すランプであり、パワースイッチ６
１３により電源のＯＮ／ＯＦＦの切り替えにあわせパワーランプ６２１は点灯，消灯をす
る。
【００８２】
６２２はテンキーで、画像形成枚数の設定やモード設定をする時など画像形成装置に数値
を入力する必要がある時に使用する。また、ファクシミリ設定画面では、電話番号の入力
に使用する。６２３はクリアキーで、テンキーで入力した設定のクリアをする。６１６は
リセットキーで、設定された画像形成枚数や動作モードや選択給紙段等のモードを既定値
に戻すためのものである。
【００８３】
６１４はスタートキーで、このスタートキー６１４の押下により画像形成動作を開始する
。なお、スタートキー６１４の中央には画像形成動作がスタート可能か否かを示す赤色と
グリーンのＬＥＤ（不図示）があり、スタートができない場合は赤色のＬＥＤが点灯し、
スタート可能な場合はグリーンのＬＥＤが点灯する。
【００８４】
６１５はストップキーで、複写動作の停止を行うために使用する。６１７はガイドキーで
、このキーを押下した後に他のキーを押下すると、そのキーにより設定できる機能の説明
が後述する表示パネル６２０に表示される。なお、再度ガイドキー６１７を押下すること
によりこのガイド表示を解除することができる。
【００８５】
６１８はユーザ設定キーで、画像形成装置本体１００の各種設定をユーザが変更する場合
に押下するキーである。ユーザが変更できる設定は、例えば自動的に設定をクリアするま
での時間や、リセットキー６１６を押下した時のモードの既定値の設定等である。
【００８６】
６１９は割り込みキーで、画像形成動作中にこのキーを押下すると、現在行われている画
像形成動作とその後に予約されている画像形成の実行を中断して、自動原稿送り装置１８
０を使用しないコピーを行うことができる。
【００８７】
６２０は表示パネルで、液晶ディスプレイ等で構成され、表面はタッチセンサになってい
る。表示パネル６２０では詳細なモード設定を容易にするために各設定モードに応じて内
容が異なった画面を表示する。この図においては、一例として複写モードの一つであるコ
ピーＡの設定画面６５０を表示している。また、表示パネル６２０内に６２４～６３１の
キーを表示しており、これらのキーを表示している位置にユーザが触れることによりモー
ド設定を行うことができる。
【００８８】
６２７は用紙段の選択キーで、このキーが押下されると図１に示したカセット１３１，１
３２またはデッキ１５０のいずれから給紙を行うかを設定する画面を表示パネル６２０に
表示する。６２８～６３１は倍率設定キーで、倍率設定キー６２８～６３０は定型変倍の
倍率を選択することができ、倍率設定キー６３１は数値を入力してズーム倍率を設定する
ことができる。
【００８９】
６２６は応用モードの設定キーで、このキーを押下すると多重複写動作や縮小レイアウト
モード，表紙・合紙モード等の応用機能モードを設定する画面が表示パネルに表示され、
例えば、後述する図７に示す各応用機能モードの設定キーが表示される応用モード選択画
面７００が表示され、応用モードの各種設定を可能にする。
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【００９０】
６２４は両面動作の設定キーで、例えば片面原稿から両面出力を行う「片－両モード」，
両面原稿から両面出力を行う「両－両モード」，両面原稿から２枚の片面出力を行う「両
－片モード」の３種類の両面モードの設定を行う。６２５はソータキーで、このキーの押
下で排紙処理装置１９０の動作モードの設定や、画像メモリ部３を用いた出力紙の仕分け
モード設定をする。
【００９１】
このように、表示パネル６２０には各種キーを表示するが、表示されるキーのモードが設
定できない場合は通常表示とは異なる表示をすることにより、例えば表示の線を点線（網
掛け）表示することにより、そのキーが操作できないことを示すことができる。
【００９２】
６３３は機能別設定表示領域で、複写動作の設定された内容等を表示する。機能別設定表
示領域６３３の左にはこの表示画面が後述する各機能モードのどの画面であるかを示す表
示領域６３３ａがあり、この図では表示パネル６２０に「コピーＡ」の設定画面６５０を
表示しているので、コピーＡと表示している。なお、本実施形態では機能を識別するため
に文字を用いて表示しているが、画像形成装置本体１００が有するそれぞれの機能を示す
記号（数値記号，絵記号（ｉｃｏｎ）等）を用いても良い。
【００９３】
また、６３２は動作表示領域で、後述する他の機能モードの動作状態や、現在処理されて
いる動作の状態を１ラインで表示できる範囲で表示する。図６の例では、コピーＢのプリ
ンタ部への出力動作中であることを表示している。
【００９４】
６３４，６３５はお好みキーで、このキーを押下することにより、後述する図８に示すお
好みキー設定画面８００上で登録した所望の項目（応用モードの設定画面で設定できる機
能）の設定を行うことができる。なお、この図では、機能が登録されていないのでお好み
キー６３４，６３５は網掛け表示されている。
【００９５】
６０１，６０４，６０７，６１０は切り替えキーで、画像形成装置本体１００を用いた複
写動作，システム動作等の各機能の設定を行うために第１の操作部１７２に表示されてい
る画面を切り替えるために押下するキーである。この図において、表示パネル６２０には
「コピーＡ」の設定画面６５０が表示されているが、例えば切り替えキー「プリンタ」６
１０が押下されると不図示の「プリンタ」の設定画面に表示が切り替わる。
【００９６】
また、切り替えキー６０１，６０４，６０７，６１０は半透明のキーボタンで構成されて
おり、各キーの内部にはＬＥＤ等の表示ランプ（不図示）がある。これらのキーを押下す
ることで、操作画面を選択するとキー内部の表示ランプが点灯する。各キーの内部の表示
ランプは選択されている設定画面に対応するキーの内部にあるランプのみ点灯するように
制御され、その他のキー内部の表示ランプは消灯するように制御される。
【００９７】
なお、これらの切り替えキー６０１，６０４，６０７，６１０は、各機能の動作状況によ
らずいつでも押下可能であり、これら切り替えキーを押下することにより、第１の操作部
１７２上にある各キー６１４～６１９，６２２，６２６の操作対象が切り替わる。例えば
、本実施形態のようにコピーＡ機能とコピーＢ機能が切り替え可能である場合では、前述
したスタートキー６１４，ストップキー６１５，リセットキー６１６等の表示パネル６２
０内に表示されるキー以外のキーは、切り替えキー６０１，６０４により選択されている
機能に対して操作される。
【００９８】
例えば、図６に示したようなコピーＡ操作画面６５０を表示している時に、ストップキー
６１５を押下してもコピーＢの出力動作に対して複写動作の停止を行うことはできない。
コピーＢの複写動作を停止する場合は、「コピーＢ」切り替えキー６０４を押下後にスト
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ップキー６１５を押下することによりコピーＢの出力動作は停止する。
【００９９】
６０３，６０６，６０９，６１２はグリーンのＬＥＤで、各切り替えキーの右側に配置さ
れており、これら各ＬＥＤを点灯制御することにより各機能の動作状況をあらわす。
【０１００】
例えば、コピーＢのＬＥＤ６０６はコピーＢがスタンバイ中では消灯制御され、図６の例
のようにコピーＢが出力動作中の場合は、点滅制御される。また、画像メモリ部３のハー
ドディスク４０４にコピーＢの画像が保存されているが、コピーＢのプリント動作は行わ
れていない場合には、点灯制御される。
【０１０１】
同様に、例えばファックスのＬＥＤ６０９では、通信動作中，プリント動作中，読み込み
動作中では点滅制御され、図５に示したファクシミリ部５０１に接続されているハードデ
ィスク５０２にファックス画像がある場合には点灯制御される。
【０１０２】
６０２，６０５，６０８，６１１はレッドのＬＥＤで、各切り替えキーの左側に配置され
ており、これら各ＬＥＤは点灯制御することにより各機能の異常状況が発生したことをあ
らわしている。例えば、コピーＢのＬＥＤ６０５は、画像形成装置本体１００がコピーＢ
の機能を処理している時に紙なし中断やＪａｍ等の異常が発生した場合に、点滅制御され
る。
【０１０３】
この時、「コピーＢ」機能キー６０４を押下し、第１の操作部１７２の表示を「コピーＢ
」の設定画面に切り替えることで、表示パネルにコピーＢの状況が表示され、異常状況の
詳細を確認することができる。
【０１０４】
また、ユーザ設定キー６１８により設定されるデータは、第１の操作部１７２で選択され
ているコピーＡ，コピーＢそれぞれの画面において独立に設定操作を行うことができ、そ
れぞれの画面において独立にデータを有している。
【０１０５】
図７は、図６に示した表示パネル６２０に表示される応用モード選択画面の一例を説明す
る図である。
【０１０６】
図において、７００は応用モード選択画面で、図６に示した応用モードキー６２６が押下
された時に表示する画面で、画像形成装置本体１００が有する種々の機能の設定を行う為
のキー「ページ連写」，「多重」，「エリア指定」，……，「拡大レイアウト」が表示さ
れている。このキーを押下することにより各項目を設定する画面が表示される。
【０１０７】
図８は、図６に示した表示パネル６２０に表示されるお好みキー設定画面の一例と、登録
されたお好みキーが表示された表示パネル６２０に表示される「コピーＡ」設定画面の一
例を説明する図である。
【０１０８】
図８の（ａ）において、８００はお好みキー設定画面で、お好みキー６３４，６３５の項
目を設定する画面である。この画面は、ユーザ設定キー６１８を押下した後に表示される
ユーザ設定画面上（不図示）の設定項目で、お好みキー６３４あるいは６３５の設定を選
択することで表示される。
【０１０９】
８０１は機能選択領域で、スクロールキー８０２を操作して所望の項目を機能選択領域８
０１内に表示させてその項目を押下することにより、その項目を選択することができる。
なお、この図では、「ページ連写」が選択されて反転表示されている。この選択した項目
をお好みキーに登録する場合は、ＯＫキー８０３を押下することにより行う。なお、８０
４は取り消しキーで、お好みキー登録を中止する時に押下するキーである。
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【０１１０】
これにより応用機能キー６２６を押下して前述した図７に示す応用モード選択画面７００
内の複数の設定キーから選択しなくても、図８の（ｂ）において、お好みキー６３４，６
３５はそれぞれ「ページ連写」，「ＯＨＰ中差し」が登録されているので、網掛け表示で
はなく通常のキー表示で表示されている。このキーを押下することによりページ連写また
はＯＨＰ中差しの設定画面が表示パネル６２０に表示される。
【０１１１】
このように、ユーザが頻繁に使用する機能を別個のキーとして独立さることにより、煩雑
な操作を経ることなく一つのキーを押下するだけで所望する設定画面を表示させることが
できる。
【０１１２】
以下、図９を参照してプリント出力待ち行列に登録されている出力要求の順番を変更する
操作方法を説明する。
【０１１３】
図９は、図６に示した表示パネル６２０に表示されるプリント出力待ちの状況を表示する
出力順表示画面の一例を説明する図である。
【０１１４】
図において、９００は出力順表示画面で、出力要求とその出力待ちの状況を表示している
。９０７は出力待ち表示領域で、現在出力中のジョブや出力待ちしている各ジョブの状況
を表示する。なお、この図ではコピーＢが出力中であることが表示されて、コピーＣが次
に出力されることが表示され、以下、プリンタ：受付Ｎｏ．１１０，コピーＡ，プリンタ
：受付Ｎｏ．１１１……という順序で出力されることが表示されている。このまま、出力
中のコピーＢが終了すると、次にコピーＣの出力が実行される。
【０１１５】
また、出力順表示領域９０７内のジョブ名が表示されている部分を押下することによりそ
のジョブを選択することができる。なお、この図では出力待ちの順番が３番目のコピーＡ
が選択されて反転表示されている。また、この出力順表示領域９０７では出力中のジョブ
、この図ではコピーＢを選択できないように制御している。
【０１１６】
９０３は戻るキーで、この画面での入力を中止して元の画面に戻るためのキーである。９
０５，９０６はカーソルキーで、出力待ちのジョブが出力状況表示領域９０７内に表示し
きれない場合に画面をスクロールさせるためのキーであり、下カーソルキー９０５を押下
することで、出力待ちの５番目から８番目までのジョブが１から４の替わりに表示される
。
【０１１７】
９０２は消去キーで、出力待ちのジョブを取り消すキーであり、消去するジョブをタッチ
キーで選択し、消去キー９０２を押下することで、その出力を取り消すことができる。た
だし、この画面でジョブの選択時には出力中のジョブ（図９の例ではコピーＢ）はこの画
面では選択できないように制御している。
【０１１８】
９０４は詳細情報キーで、詳細情報を表示したいジョブを選択して詳細情報キー９０４を
押下することにより選択されたジョブの出力する処理の内容、例えば部数，原稿枚数，両
面等の出力モード等の詳細情報を表示する。
【０１１９】
９０１は優先キーで、出力を優先させたいジョブを選択して優先キー９０１を押下するこ
とで、待ち行列の先頭に、この画面では番号の１番に移動させる。この時、選択したジョ
ブの番号より番号が小さかったジョブは、一つずつ下に繰り下がる。例えば、３番目のコ
ピーＡのジョブが選択されているが、この状態で優先キー９０１を押下すると、１番目に
コピーＡ、２番目にコピーＣ、３番目にプリンタ：受付ＮＯ．１１０になる。
【０１２０】
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また、優先度を入れ替えた後に、新たに待ち行列に登録された出力が、行列の先頭になら
ないように、優先度を入れ替えたジョブに設定されている優先度をコピー，プリンタ等機
能毎に予め設定されている優先度のどれよりも高く変更する。これにより新しい機能の出
力待ち登録が発生しても、優先度を先頭に変更したジョブより先に登録されることはない
。
【０１２１】
以下、図１０を参照してユーザ設定モードのデータの設定時の処理について説明する。
【０１２２】
図１０は、本発明に係る画像形成装置における第１のデータ処理手順の一例を示すフロー
チャートであり、ユーザ設定モードでデータの設定を確定したときに呼ばれるサブルーチ
ン処理に対応する。なお、（１）～（５）は各ステップを示す。
【０１２３】
まず、図６に示した表示パネル６２０にコピーＡの画面が表示されているか否かを判断し
（１）、コピーＡの画面が表示されていると判断した場合は、ステップ（３）に進み、コ
ピーＡの画面が表示されていないと判断した場合、すなわち、コピーＢの画面の場合は、
共有設定フラグがＯＮに設定されているかどうか、すなわち、コピーＡのユーザデータと
コピーＢのユーザデータを共有するか否かを判断し（２）、共有設定フラグがＯＮに設定
されていると判断した場合は、コピーＢの設定データをコピーＡの設定領域に書き込むた
めに、ステップ（３）に進む。
【０１２４】
一方、共有設定フラグがＯＮに設定されていないと判断された場合は、設定されたユーザ
データをコピーＢのユーザ設定データ領域に書き込み（５）、処理を終了する。
【０１２５】
一方、ステップ（３）では、設定されたユーザデータをコピーＡのユーザ設定データ領域
に書き込み、再び、共有設定フラグがＯＮにと設定されているかどうかを判断し（４）、
共有設定フラグがＯＮに設定されていないと判断された場合は、処理を終了する。
【０１２６】
一方、共有設定フラグがＯＮに設定されていると判断された場合は、コピーＡの設定デー
タも、コピーＢの設定領域に書き込むために、設定されたユーザデータをコピーＢのユー
ザ設定データ領域に書き込み（５）、処理を終了する。
【０１２７】
このように、画面毎に設定可能なユーザ設定データをコピーＡ，コピーＢの画面で共有す
る切り替え手段を設けることで、コピーＡ，コピーＢともに同一の操作環境を容易に提供
でき、さらに、コピーＡ，コピーＢそれぞれの独自の用途に応じた画面の設定も実現でき
る。
【０１２８】
以下、図１１～図１３を参照して、複写動作の制御フローチャートの一例を説明する。
【０１２９】
図１１は、本発明に係る画像形成装置における第２のデータ処理手順の一例を示すフロー
チャートであり、コピーＡまたはコピーＢの複写動作での画像の読み込みを制御する時の
データ処理手順に対応する。なお、図１１に示す処理はメインのシーケンスより一定時間
毎にまたは必要に応じて呼ばれる。なお、（１０１）～（１１１）は各ステップを示す。
【０１３０】
まず、図６に示したスタートキー６１４が押下されたか否か判断する（１０１）。この時
、切り替えキー６０１，６０４によりコピーＡまたはコピーＢが選択されていることが必
要である。スタートキー６１４が押下されないと判断した場合は、ステップ（１０１）へ
戻りスタートキー６１４が押下されるまで待つ。
【０１３１】
一方、ステップ（１０１）でスタートキーがユーザにより押下されたと判断した場合は、
コピースタート可能か否か判断する（１０２）。この時、コピーＢまたはコピーＡの読み
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込み動作中である場合や、ファックス機能の読み込み動作が行われている場合もコピース
タート可能でないと判断する。なお、設定された複写動作のモードが動作できない場合、
例えば、設定された給紙カセットに用紙がない場合や、排紙処理装置１９０で整合できな
い用紙サイズで複写動作を指定している場合などもスタート可能でないと判断する。
【０１３２】
ステップ（１０２）でコピースタート可能でないと判断した場合はステップ（１０１）へ
戻る。この時、スタートできないことを第１の操作部１７２の表示パネル６２０に表示を
出してもよい。
【０１３３】
一方、ステップ（１０２）でコピースタート可能であると判断した場合は、他の機能のプ
リント出力動作によりプリンタ部２でＪａｍ等の異常が発生しているか否かを判断し（１
０３）、Ｊａｍ等の異常が発生していると判断した場合は、コピーＡまたはコピーＢの第
１の操作部１７２内の表示パネル６２０にプリンタ部２でＪａｍ等の異常状態が発生して
いることを表示して（１１０）、処理を終了する。
【０１３４】
なお、ステップ（１０３）におけるプリンタ部２の異常のチェックはステップ（１０１）
のスタートキー６１４の押下を判断する時に同時に判断して表示するようにしてもよい。
【０１３５】
一方、ステップ（１０３）でプリンタ部２にＪａｍ等の異常がないと判断した場合は、プ
リント出力の順番を制御するための出力待ち行列にコピーＡまたはコピーＢを登録する（
１０４）。この時予め決められている各機能毎の優先度の情報に従って待ち行列に登録さ
れる。例えば、待ち行列の最後から検索して、登録するジョブの機能の優先度より同じか
または高い優先度の登録済みのジョブの機能を見つけてその機能のジョブの後ろに登録す
る。このようにすることで、待ち行列に登録される。
【０１３６】
このように登録することにより待ち行列には各ジョブが先頭から処理をする順に登録され
て、今回登録するジョブの機能が出力待ち状態のジョブの機能の処理より優先度が高けれ
ば先に処理が行われる。
【０１３７】
次に、リーダ部１が原稿画像読み込み動作中であることを第１の操作部１７２の表示パネ
ル６２０の動作表示領域６３２に表示し（１０５）、ＤＦ１８０によりプラテンガラス１
０１上に原稿を搬送し、プラテンガラス１０１上の原稿を走査して読み込みを行い、第１
の操作部１７２で設定されたモードに従って図３に示した画像処理部１７０で変倍等の処
理をした後に、画像メモリ部３のページメモリ４０１へ画像を書き込む（１０６）。
【０１３８】
なお、この画像メモリ部３に書き込まれた画像をＬＺ圧縮部４０３を通してハードディス
ク４０４に記憶する。その後、プラテンガラス１０１上の原稿を排出する。この時、ハー
ドディスク４０４に記憶された画像は画像読み込み順に番号が付与されて管理され、また
、制御内部の原稿枚数管理情報を１加算する。
【０１３９】
次に、ＤＦ１８０の搬送異常が発生しているか否か判断し（１０７）、異常が発生してい
ると判断した場合は、コピーＡまたはコピーＢの第１の操作部１７２の表示パネル６２０
にＤＦ１８０の原稿搬送状態が異常状態であることを表示する（１１１）。この時、ＤＦ
１８０で原稿を搬送しながら画像読み込みを行っている場合、最後に読み込んでいた原稿
が正常に搬送されて画像データが最後まで読み込まれていることが保証できないため、前
述の管理情報を元に戻してハードディスク４０４内のその画像データを消去する。そして
、処理を終了する。
【０１４０】
一方、ステップ（１０７）でＤＦ１８０の原稿搬送に異常が発生していないと判断した場
合には、直前に読み込み終了した原稿が最終原稿かどうかを判断し（１０８）、最終原稿
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でないと判断した場合は、ステップ（１０６）に戻り、次の原稿を搬送して、全ての原稿
を処理するまで繰り返す。
【０１４１】
一方、ステップ（１０８）で最終原稿と判断した場合は、表示部６２０内の動作表示領域
６３２内に表示されている画像読み込み中であることの表示を消して（１０９）、処理を
終了する。
【０１４２】
図１２は、本発明に係る画像形成装置における第３のデータ処理手順の一例を説明するフ
ローチャートであり、コピーＡまたはコピーＢの複写動作での画像の形成を制御する時の
データ処理手順に対応する。なお、図１２に示す処理はメインのシーケンスより一定時間
毎にまたは必要に応じて呼ばれる。なお、（２０１）～（２１５）は各ステップを示す。
【０１４３】
まず、コピーＡまたはコピーＢのプリント出力要求がプリント出力待ち行列に登録されて
いるか否か判断し（２０１）、登録されていないと判断した場合は、ステップ（２０１）
へ戻り登録されるまで待つ。
【０１４４】
一方、ステップ（２０１）で待ち行列に登録されていると判断した場合は、コピーＡまた
はコピーＢの第１の操作部１７２の表示パネル６２０にプリント出力待ちの表示を行う（
２０２）。なお、このメッセージ表示は表示パネル６２０内の設定画面内の動作表示領域
６３２に前述したリーダ部１の状況表示、例えば、原稿画像読み込み動作中であることの
表示とあわせて表示制御される。
【０１４５】
次に、後述する図１３に示すフローチャートに基づく出力順チェックのサブルーチンを呼
び出し、プリント出力待ち行列において次にプリンタ出力する順番がコピーＡまたはコピ
ーＢになったか否か判断する（２０３）。プリント出力待ち行０列の順がコピーＡまたは
コピーＢになっていないと判断した場合は、ステップ（２０３）に戻り、一方、プリント
出力待ち行列の順がコピーＡまたはコピーＢになったと判断した場合は、コピーＡまたは
コピーＢの第１の操作部１７２内の表示パネル６２０にプリント出力中であることの表示
を行う（２０４）。
【０１４６】
次に、プリンタ部２にＪａｍ，紙なし等の異常が発生しているか否か判断する（２０５）
。この時、コピーＡまたはコピーＢのプリント動作を開始する前に発生しているプリンタ
部２の異常の発生も判断する。このコピーＡまたはコピーＢのプリント動作開始前に発生
している異常とは、他のジョブのプリント動作による異常である。
【０１４７】
ステップ（２０５）において、プリンタ部２に異常が発生していないと判断した場合は、
ステップ（２０６）に進み、プリンタ部２に異常が発生していると判断した場合は、コピ
ーＡまたはコピーＢの読み込み動作が終了しているか否か判断し（２１１）、読み込み動
作が終了していないと判断した場合は、読み込み動作が終了するまで待つ。
【０１４８】
一方、ステップ（２１１）で読み込み動作が終了していると判断した場合は、プリンタの
出力を再開するために本ジョブをリカバリ待ち行列に登録する（２１２）。なお、リカバ
リ待ち行列は登録された順に処理される行列である。その後、プリンタ部２の異常を表示
パネル６２０に表示して（２１３）、処理を終了する。
【０１４９】
一方、ステップ（２０５）でプリンタ部２に異常が発生していないと判断した場合は、画
像形成する順番に画像メモリ部３内のハードディスク４０４から画像を読み出し、第１の
操作部１７２で設定された画像形成モードに従って編集処理し、ページメモリ４０１に画
像を展開する。また、レイアウトモード等の場合には、この時に、複数の原稿画像を読み
出し、画像をページメモリ４０１上にレイアウトして展開する。
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【０１５０】
その後、プリンタ部２へ画像を出力する。プリンタ部２では前述の画像形成動作に従って
、カセットより転写紙を給紙し、画像メモリ部３からの画像に同期をとって転写紙に画像
を形成して装置外に排出するという画像形成を行う（２０６）。なお、ステップ（２０６
）では、次の画像形成に必要な原稿の読み込みが行われておらずハードディスク４０４内
にその原稿の画像データがない場合はハードディスク４０４に画像が保存されるまで待っ
てから処理される。
【０１５１】
次に、画像形成した画像が最終原稿の画像であるか否か、そして、コピーＡまたはコピー
Ｂの読み込み動作で、ＤＦ１８０の異常が発生しているか否か判断し（２０７）、最終原
稿の画像でなく、かつ、コピーＡまたはコピーＢの読み込み動作でＤＦ１８０の異常が発
生していないと判断した場合は、ステップ（２０５）へ戻りプリンタ部で異常が発生して
いるか否か判断する。
【０１５２】
一方、ステップ（２０７）で最終原稿の画像であるか、または、コピーＡまたはコピーＢ
の読み込み動作でＤＦ１８０の異常が発生しているかのいずれかであると判断した場合に
は、コピーＡまたはコピーＢの読み込み動作においてＤＦ１８０で異常が発生しているか
否か判断し（２０８）、異常が発生したと判断した場合は、画像形成動作を中断して（２
１４）、処理を終了する。なお、この時、排紙処理装置１９０の処理トレイ１９３にはコ
ピーＡまたはコピーＢの１部目のコピー出力の途中までの記録紙が積載されているため、
他の機能のプリント処理が開始しないように内部管理情報でプリント動作中と同様の情報
を設定し、動作をロックする。その後、処理を終了する。
【０１５３】
一方、ステップ（２０８）で異常が発生していないと判断した場合は、第１の操作部１７
２で設定された部数を全て画像形成終了したか否か判断し（２０９）、終了していないと
判断した場合はステップ（２０５）へ戻り、終了していると判断した場合は、第１の操作
部１７２の表示パネル６２０にコピーＡまたはコピーＢのプリント出力終了であることの
表示を行う（２１０）。
【０１５４】
次に、コピーＡまたはコピーＢのプリント出力要求がプリント出力待ち行列に登録されて
いるか否かを判断し（２１５）、登録されていないと判断した場合はコピーの画像形成動
作を終了する。一方、ステップ（２１５）で待ち行列に登録されていると判断した場合は
、ステップ（２０２）へ戻り、以降、コピーＡまたはコピーＢのプリント出力要求がなく
なるまで、ステップ（２０２）からステップ（２１５）の処理を繰り返す。
【０１５５】
以下、図１３を参照して出力順チェックのサブルーチンのフローチャートを説明する。
【０１５６】
図１３は、本発明に係る画像形成装置における第４のデータ処理手順の一例を説明するフ
ローチャートであり、図１２のステップ（２０３）において読み出されて処理されるサブ
ルーチンにおける処理に対応する。なお、（３０１）～（３０４）は各ステップを示す。
【０１５７】
まず、チェックする機能以外のジョブが出力動作中であるか否か判断し（３０１）、動作
中であると判断した場合は、出力順がＮＧであることをリターン値にセットして（３０４
）、サブルーチンを抜けて戻る。
【０１５８】
一方、ステップ（３０１）で動作中でないと判断した場合は、本ジョブが出力待ち行列の
先頭であるか否か判断し（３０２）、先頭でないと判断した場合には、ステップ（３０４
）に進み、出力順がＮＧであることをリターン値にセットして、サブルーチンを抜けて戻
る。
【０１５９】
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一方、ステップ（３０２）で先頭であると判断した場合には、本ジョブの機能の出力要求
を待ち行列から切り離して、出力順がＯＫであることをリターン値にセットして（３０３
）、サブルーチンを抜けて戻る。
【０１６０】
上述したように、画像処理中に同一の画像処理モードが登録された場合には、１つの画像
処理が終了する毎に順次後続する画像処理を自動的に開始でき、従来の操作者による画像
形成開始指示負担を大幅に軽減できる。
【０１６１】
また、原稿搬送部または画像形成部の異常を検知した場合に、表示部に異常状態であるこ
とを速やかに表示でき、ユーザに異常状態であることを明示できる。
【０１６２】
また、複数のコピージョブが登録されている状態でいずれかのコピージョブによる画像処
理中に異常が検出された際に、他のコピージョブ設定画面を当該異常が検出されたコピー
ジョブの設定画面に切り替えることができ、異常が発生しているコピージョブとそれ以外
のコピージョブとを混乱することなく、その状態をユーザに明示することができる。
【０１６３】
また、複数のコピージョブが登録されている状態でいずれかのコピージョブによる画像処
理中に異常が検出された際に、後続するコピージョブによる原稿読取りを途中で中断する
ことなく、全ての原稿を読み取った後、異常が検出されたコピージョブの設定画面に切り
替えることができ、次のコピージョブのための原稿再読み取り処理を不要とでき、異常解
除後から次のコピージョブ開始までの時間を短縮でき、コピージョブ処理効率を大幅に向
上できる。
【０１６４】
〔第２実施形態〕
上記第１実施形態では、第１の操作部１７２の切り替えキーが複数（切り替えキー６０１
，６０４，６０７，６１０）ある場合を説明したが、表示パネル６２０内に表示される画
面上で機能を切り替えられるように構成しても良い。また、ユーザ設定処理においては、
プログラムを用いて設定する場合を説明したが、データ共有バスコントローラを用いてメ
モリへのアクセスを管理することによりユーザ設定を記憶するように構成しても良い。更
に、プリント出力待ち行列に登録してから原稿を読み込む場合を説明したが、原稿を全て
読み込んでからプリント出力行列に登録するように構成しても良い。以下、その実施形態
について説明する。
【０１６５】
なお、本発明の第２実施形態を示す画像形成装置の構成は第１実施形態と同一であるので
その説明は省略する。
【０１６６】
図１４は、本発明の第２実施形態に係る画像処理装置の制御構成を説明する図である。な
お、図２と同様のものには同一の符号を付してある。
【０１６７】
図において、１５００は第２の操作部で、ＣＰＵ１７１に接続されて、ＣＰＵ１７１は第
２の操作部１５００の表示手段，キー入力手段を制御する。操作者は第２の操作部１５０
０からのキー入力を通して画像形成動作モードや表示の切換え等をＣＰＵ１７１に指示し
、ＣＰＵ１７１は画像形成装置本体１００の状態やキー入力による動作モード設定の表示
を行う。
【０１６８】
１６０３はデータ共有バスコントローラで、ＣＰＵ１７１と後述する図１６に示すアドレ
スデータバス１６０４～１６０６との接続制御をする。
【０１６９】
なお、画像処理部１７０，画像メモリ部３，外部Ｉ／Ｆ部４の構成はそれぞれ図３，図４
，図５と同一なので説明は省略する。
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【０１７０】
図１５は、図１４に示した第２の操作部１５００の構成を説明する図である。なお、図６
と同一のものには同一の符号を付してある。
【０１７１】
画面の切り替えを示す実施形態として、図１５に従って説明する。
【０１７２】
図において、１５００は第２の操作部である。１５０１は機能切り替えキーで、いかなる
操作表示中であっても押下可能であり、機能切り替えキー１５０１を押下すると表示パネ
ル６２０に機能選択画面１５５０が表示される。
【０１７３】
機能選択画面１５５０は、各機能の操作画面を切り替える画面である。１５０８は機能選
択領域で、本実施形態に係る画像形成装置本体１００で実現されている機能のリストが表
示される。この機能選択領域１５０８に表示される機能名を押下してタッチパネルでその
機能を選択し、その機能名が反転表示される。なお、この図においては「コピーＡ」が選
択されている。
【０１７４】
１５０４，１５０５はカーソルキーで、機能選択領域１５０８内に画像形成装置本体１０
０が有する機能が１画面で表示しきれない時に画面をスクロールさせるためのキーである
。なお、この図の例では、項目が一画面内に全て表示可能であるため、カーソルキーは点
線表示（網掛け表示）されており、キーが押下できないことを示している。
【０１７５】
１５０６はＯＫキーで、機能選択領域１５０８で機能を選択してＯＫキー１５０６を押下
することにより、選択された機能の設定画面に切り替え表示する。１５０７は取り消しキ
ーで、設定画面を切り替えることを取り消す場合に押下するキーであり、取り消しキー１
５０７を押下することにより機能切り替えキー１５０１を押下する前の設定画面に戻る。
【０１７６】
１５０３はＬＥＤで、機能切り替えキー１５０１の右側に配置されるグリーンのＬＥＤで
あり、第２の操作部１５００の表示パネル６２０に表示している機能以外の機能の動作状
況をＬＥＤ１５０３の点灯制御であらわしている。例えば、コピーＡの設定画面が表示さ
れている時に、コピーＢ，コピーＣ，プリンタ，ファックスの各機能のいずれかが動作中
である場合は点滅制御される。また、画像メモリ部３のハードディスク４０４に動作中で
ない機能の画像があり、すべての機能が動作中でない場合には、ＬＥＤ１５０３は点灯制
御される。
【０１７７】
１５０２はＬＥＤで、機能切り替えキー１５０１の左側に配置されるレッドのＬＥＤで、
第２の操作部１５００の表示パネル６２０に表示している機能以外の機能のジョブで異常
状況が発生したことをＬＥＤの点灯制御であらわしている。例えば、コピーＡの設定画面
時は、コピーＢ，コピーＣ，プリンタ，ファックスの各機能のいずれかに紙なし中断やＪ
ａｍ等の異常が発生した時は、ＬＥＤ１５０２は点滅制御される。
【０１７８】
このように、各機能の設定画面を切り替える際に表示パネル（タッチセンサディスプレイ
等）６２０上に機能選択画面１５５０を表示し、その画面上で選択操作を行うように構成
することにより、画像形成装置本体１００が実現する機能が増加しても、ハードキー等の
追加を行うことなしに設定画面を切り替えることが実現できる。
【０１７９】
図１６は、図１４に示したＲＡＭ１７５の管理構成を説明するブロック図であり、データ
共有バスコントローラ１６０３によりメモリアクセスが管理される場合に対応する。なお
、図２と同一のものには同一の符号を付してある。
【０１８０】
図において、１６０１はコピーＡのユーザ設定データ領域で、図１４に示したＲＡＭ１７
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５に確保される領域であり、ＣＰＵ１７１のメモリ空間にマップされている。１６０２は
コピーＢのユーザ設定データ領域で、図１４に示したＲＡＭ１７５に確保される領域であ
り、ＣＰＵ１７１のメモリ空間にマップされている。なお、これらのデータ領域はハード
ディスク上に確保されても良い。
【０１８１】
１６０４，１６０５，１６０６はアドレスデータバスで、それぞれＣＰＵ１７１，コピー
Ａのユーザ設定データ領域１６０１，コピーＢのユーザ設定データ領域１６０２とデータ
共有バスコントローラ１６０３とを接続している。
【０１８２】
コピーＡのユーザ設定データ領域１６０１とコピーＢのユーザ設定データ領域１６０２は
それぞれアドレスデータバス１６０５，１６０６でデータ共有バスコントローラ１６０３
に接続されて書き込み，読み出しされる。ＣＰＵ１７１はアドレスデータバス１６０４を
介してＣＰＵ１７１のメモリ空間にアクセスする。
【０１８３】
データ共有バスコントローラ１６０３は、ＣＰＵ１７１のアドレスデータバス１６０４と
データ領域のアドレスデータバス１６０５，１６０６との接続制御をする。
【０１８４】
データ共有バスコントローラ１６０３はコピーＡとコピーＢのユーザデータを共有するか
否かの切り替え設定フラグを判断して、データを共有すると見なした場合は、ＣＰＵ１７
１からコピーＢのユーザ設定データ領域１６０２のアドレスをアクセスする指示を受ける
と、アドレスデータバス１６０４と１６０５を接続するように制御する。これにより、Ｃ
ＰＵ１７１がユーザ設定データ領域１６０１，１６０２のどちらをアクセスしてもユーザ
設定データ領域１６０１の領域がアクセスされる。
【０１８５】
このように、コピーＡ，コピーＢそれぞれに操作設定画面があり、コピーＡ，コピーＢの
それぞれに複写動作開始，中止，状況の確認を切り替えキーにより切り替えてそれぞれの
画面で行うことで、第１実施形態と同様の操作で複数のコピー機能を操作できる。
【０１８６】
このような構成により、プリンタ部に画像形成を中断すべき所定の異常を検知した場合は
、異常が発生したコピージョブのコピーモード設定画面にただちに自動切り替えして異常
状態をすばやくユーザに伝えることができる。
【０１８７】
また、原稿画像をすべて読み取った後に登録された複数のコピージョブの出力順序を変更
しながら優先順位の高いコピージョブから出力させることができる。
【０１８８】
図１７は、本発明に係る画像形成装置における第５のデータ処理手順の一例を示すフロー
チャートであり、コピーＡまたはコピーＢ，コピーＣの複写動作で画像読み込みと画像形
成動作を制御する時のデータ処理手順に対応する。また、図１７に示す処理はメインのシ
ーケンスより一定時間毎にまたは必要に応じて呼び出される。なお、（４０１）～（４２
０）は各ステップを示す。
【０１８９】
まず、スタートキー６１４が押下されたか否か判断する（４０１）。この時、第２の操作
部１５００上の機能切り替えキー１５０１を押下することにより表示される機能選択画面
１５５０上でコピーＡまたはコピーＢ，コピーＣが選択されていることが必要である。ス
タートキー６１４が押下されないと判断した場合はステップ（４０１）へ戻り、スタート
キー６１４が押下されるまで待つ。
【０１９０】
一方、ステップ（４０１）でスタートキー６１４が操作者により押下されたと判断した場
合は、コピースタート可能か否か判断する（４０２）。この時、コピーＢまたはＣまたは
コピーＡの読み込み動作中である場合や、ファックス機能の読み込み動作が行われている
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場合もコピースタート可能でないと判断する。なお、設定された複写動作のモードが動作
できない場合、例えば、設定された給紙カセットに用紙がない場合や、排紙処理装置で整
合できない用紙サイズで複写動作を指定している場合などもスタート可能でないと判断す
る。
【０１９１】
ステップ（４０２）でコピースタート可能でないと判断した場合はステップ（４０１）へ
戻る。この時、スタートできないことを第２の操作部１５００の表示パネル６２０に表示
を出してもよい。
【０１９２】
一方、ステップ（４０２）でコピースタート可能であると判断した場合は、他の機能のジ
ョブのプリント出力動作によりプリンタ部２でＪａｍ等の異常が発生しているか否かを判
断し（４０３）、Ｊａｍ等の異常が発生していると判断した場合は、コピーＡまたはコピ
ーＢ，コピーＣの第２の操作部１５００内の表示パネル６２０にプリンタ部２のＪａｍ等
の異常状態であることを表示して処理を終了する（４１７）。
【０１９３】
一方、ステップ（４０３）でプリンタ部２にＪａｍ等の異常がないと判断した場合は、リ
ーダ部１での原稿画像読み込み動作中であることを第２の操作部１５００の表示パネル６
２０に表示し（４０４）、ＤＦ１８０によりプラテンガラス１０１上に原稿を搬送し、プ
ラテンガラス１０１上の原稿を走査して読み込みを行い（４０５）、第２の操作部１５０
０で設定されたモードに従って、前述の画像処理部１７０で変倍等の処理をした後に、画
像メモリ部３のページメモリ４０１へ画像を書き込む。この時、ＤＦ１８０での原稿搬送
に異常が発生している場合は読み込み処理を行わずにステップ（４０５）を終了する。
【０１９４】
なお、この時にこの画像メモリ部３の画像をＬＺ圧縮部４０３を通してハードディスク４
０４に記憶する。その後、プラテンガラス１０１上の原稿を排出する。この時、ハードデ
ィスク４０４に記憶した画像は画像読み込み順に番号をつけて管理され、また、制御内部
の原稿枚数管理情報を１加算する。
【０１９５】
次に、ＤＦ１８０の搬送異常が発生しているか否か判断し（４０６）、異常が発生してい
ると判断した場合は、コピーＡまたはコピーＢ，コピーＣの第２の操作部１５００の表示
パネル６２０にＤＦ１８０の原稿の搬送が異常状態であることを表示して（４１８）、処
理を終了する。なお、この時、ＤＦ１８０で原稿を搬送しながら画像読み込みを行ってい
る場合は、最後に読み込んでいた原稿が正常に搬送されて画像データが最後まで読み込ま
れていることが保証できないため、前述の管理情報を「０」に戻してハードディスク４０
４内のその画像データを消去する。そして、処理を終了する。
【０１９６】
一方、ステップ（４０６）で、ＤＦ１８０の原稿搬送に異常が発生していないと判断した
場合には、直前に読み込み終了した原稿が最終原稿か否か判断し（４０７）、最終原稿で
ないと判断した場合はステップ（４０５）に戻り、次の原稿を搬送して、全ての原稿を処
理するまで繰り返す。
【０１９７】
一方、ステップ（４０７）で最終原稿と判断した場合は、プリント出力の順番を制御する
ためのプリント出力待ち行列にコピーＡまたはコピーＢ，コピーＣを登録する（４０８）
。この時予め決められている各機能毎の優先度の情報に従って待ち行列に登録される。例
えば、待ち行列の最後から検索して、本ジョブの機能の優先度より同じかまたは高い優先
度の登録済みのジョブの機能を見つけてそのジョブの後ろに登録する。
【０１９８】
このようにすることで、待ち行列の中の各ジョブは先頭から処理をする順に登録され、本
ジョブの機能が、出力を待っているジョブの機能より優先度が高ければ先に処理が行われ
る。
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【０１９９】
それから、コピーＡまたはコピーＢ，コピーＣの第２の操作部１５００の表示パネル６２
０にプリント出力待ちの表示を行う（４０９）。なお、このメッセージ表示は表示パネル
６２０に表示される設定画面内の動作表示領域６３２に表示制御される。
【０２００】
次に、図１３に示したフローチャートに基づく出力順チェックのサブルーチンを呼び出し
、プリント出力待ち行列において次にプリント出力する順番がコピーＡまたはコピーＢ，
コピーＣになったか否か判断し（４１０）、プリント出力待ち行列の順がコピーＡまたは
コピーＢ，コピーＣになっていないと判断した場合はステップ（４１０）へ戻り、一方、
プリント出力待ち行列の順がコピーＡまたはコピーＢ，コピーＣになったと判断した場合
は、コピーＡまたはコピーＢ，コピーＣの第２の操作部１５００内の表示パネル６２０に
プリント出力中である表示を行う（４１１）。
【０２０１】
次に、プリンタ部２にＪａｍ，紙なし等の異常が発生しているか否か判断する（４１２）
。この時、コピーＡまたはコピーＢ，コピーＣのプリント動作を開始する前に発生してい
るプリンタ部２の異常の発生も判断する。このコピーＡまたはコピーＢ，コピーＣのプリ
ント動作開始前に発生している異常とは、他の機能のジョブにおけるプリント動作が異常
であって、この異常によりプリント動作が中断している場合である。
【０２０２】
ステップ（４１２）において、プリンタ部２に異常が発生していると判断した場合は、プ
リンタ出力を再開するために、リカバリ待ち行列に登録する（４１９）。リカバリ待ち行
列は登録された順に処理される行列である。その後、プリンタ部２の異常を表示パネル６
２０に表示して（４２０）、処理を終了する。　一方、ステップ（４１２）でプリンタ部
２に異常が発生していないと判断した場合は、画像形成する順番に画像メモリ部３内のハ
ードディスク４０４から画像を読み出し、第２の操作部１５００で設定された画像形成モ
ードに従って編集処理し、ページメモリ４０１に画像を展開する。また、レイアウトモー
ド等の場合は、この時に、複数の原稿画像を読み出し画像をページメモリ４０１上にレイ
アウトして展開する。
【０２０３】
その後、プリンタ部２へ画像を出力する。プリンタ部２では前述の画像形成動作に従って
、カセットより転写紙を給紙し、画像メモリ部３からの画像に同期をとって、転写紙に画
像を形成して装置外に排出する画像形成を行う（４１３）。
【０２０４】
その後、該形成した画像が最終原稿の画像であるか否か判断し（４１４）、最終原稿の画
像でないと判断した場合にはステップ（４１２）へ戻り、最終原稿の画像であると判断し
た場合には、第２の操作部１５００で設定された部数を全て画像形成終了したか否か判断
し（４１５）、終了していないと判断した場合はステップ（４１２）へ戻る。
【０２０５】
一方、ステップ（４１５）で終了したと判断した場合は、第２の操作部１５００内の表示
パネル６２０にコピーＡまたはコピーＢ，コピーＣのプリント出力終了であることの表示
を行い（４１６）、コピーの画像形成動作を終了する。
【０２０６】
このように本実施形態では、原稿画像が全て読み込み終了してから、画像形成動作を開始
するため、ＤＦ１８０のＪａｍ等の異常などによって画像形成動作が中断されることがな
い。よって、原稿画像読み込み時にＤＦ１８０のＪａｍ等の異常が発生していても、他の
機能のプリント出力が待たされることがない。
【０２０７】
従って、登録されたいずれかのコピージョブによる画像処理中に異常が検出された際に、
その異常が画像処理を中断すべき画像形成部の異常である場合には、速やかに異常が検出
されたコピージョブの設定画面に切り替えることができ、当該異常に伴う装置損傷を回避
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する指示をユーザに速やかに明示できるとともに、次の画像処理開始可能となるまでの待
機時間を短縮できる。
【０２０８】
〔第３実施形態〕
次に、コピーＡ，コピーＢにおける異常発生時の操作画面への表示制御について説明する
。
【０２０９】
なお、本実施形態では、第１の実施形態における図６に示した操作部１７２を用いるもの
とする。
【０２１０】
以下、図１８～図３３を参照して、コピーＡ，コピーＢの複合動作で画像読み込みと画像
形成動作を行う時の制御フローチャートの一例を説明する。
【０２１１】
図１８は、本発明に係る画像形成装置における第６のデータ処理手順の一例を説明するフ
ローチャートであり、コピーＡが画像読み込み中，コピーＢが複写モード設定中（状態Ｉ
）におけるコピーＢの制御手順，画面表示タイミングを示すものであり、図６に示した切
り換えキー６０４によりコピーＢが選択されている時に実行される。なお、（５０１）～
（５０７）は各ステップを示す。
【０２１２】
まず、図２３に示すようなコピーＢの設定画面２３００を表示する（５０１）。この設定
画面は、ユーザによって予め登録されている標準画面、またはそれ以前に設定されていた
複写モードを示す画面であり、操作部からキー入力がなされた場合には、操作を反映する
ように画面を更新する。
【０２１３】
次にステップ（５０２）に進み、コピーＡの画像読み込みが終了したか否か判断する。読
み込みが終了していないと判断した場合は、コピーＡの画像読み込み中にＤＦジャムが発
生しているか否か判断する（５０３）。
【０２１４】
ステップ（５０３）において、コピーＡのＤＦジャムが発生していた場合には、ジャムが
解除されない限りコピーＢの画像読み込み動作を開始することができないため、コピーＢ
の設定画面の代わりに、直ちに図２４に示すようなＤＦのジャム表示（フィーダジャム画
面２４００）を行い（５０４）、ジャム状態が解除されるまで待ち続ける（５０５）。
【０２１５】
ステップ（５０５）においてジャム処理が終了しジャムが解除された場合には、ジャムに
なる前に表示していたコピーＢの設定画面を表示する（５０６）。設定画面表示後ステッ
プ（５０２）に戻り、以降コピーＡの画像読み込みが終了するまでステップ（５０２）か
ら（５０６）の処理を繰り返す。また、ステップ（５０３）においてＤＦジャムが発生し
ていなかった場合にもステップ（５０２）に戻る。
【０２１６】
なお、図２４のフィーダジャム画面２４００が表示されているときに切り換えキー６０１
が押されると図２４に示した画面と同じ画面が表示され、ジャム解除後は、コピーＡの画
面（図６に示したコピーＡの設定画面６５０等）が表示される。
【０２１７】
ステップ（５０２）において、コピーＡの画像読み込みが終了していると判断した場合は
、ステップ（５０７）に進み、コピーＢを読み込み可能状態に移行して処理を終了する。
移行後のコピーＡ，コピーＢそれぞれの動作は、コピーＡはプリント中，コピーＢは複写
モード設定中（状態ＩＩ）となる。
【０２１８】
図１９は、本発明に係る画像形成装置における第７のデータ処理手順の一例を説明するフ
ローチャートであり、コピーＡがプリント中、コピーＢが複写モード設定中（状態ＩＩ）
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におけるコピーＢの制御手順，画面表示タイミングを示すものであり、状態ＩでコピーＡ
の画像読み込みが終了することによりスタートする。なお、（６０１）～（６１２）は各
ステップを示す。
【０２１９】
コピーＡが画像読み込み状態からプリント状態に移行したことに応じて、図２５に示すよ
うなコピーＢの設定画面２５００に変化する。
【０２２０】
まず、図６に示したスタートキー６１４が押下されたか否かを判断する（６０１）。ここ
では同時に他のキーの入力も受け付けており、コピーＢの複写モード設定を状態Ｉから引
き続き行えるようになっている。ステップ（６０１）において、スタートキー６１４が押
下されていなかった場合は、ステップ（６０２）に進み、コピーＡのプリントが終了した
か否かを判断する。プリントが終了していないと判断した場合は、コピーＡのプリント中
にプリンタジャムが発生しているか否かを判断する（６０３）。
【０２２１】
ステップ（６０３）においてプリンタジャムが発生していた場合には、図２６に示すよう
なジャム処理実行選択画面２６００を表示する（６０４）。ここでのプリンタジャムの場
合、コピーＢにおいては画像読み込みの処理まではジャムが解除されなくても実行できる
ため、ユーザによって、先にコピーＡのジャム処理をするか、コピーＢの画像読み込み開
始後にジャム処理するかの選択が可能であり、どちらが選択されたか否かを判定する（６
０５）。
【０２２２】
ステップ（６０５）において、先にジャム処理を行うように選択された場合は、図２７に
示すようなジャム表示（プリンタジャム画面２７００）を行い（６０６）、ジャム状態が
解除されるまで待ち続ける（６０７）。ステップ（６０７）においてジャム処理が終了し
ジャムが解除された場合には、ジャムになる前に表示していた設定画面を表示する（６０
８）。設定画面表示後ステップ（６０１）に戻り、以降スタートキーが押下されるか、コ
ピーＡのプリントが終了するまでステップ（６０１）から（６０８）の処理を繰り返す。
【０２２３】
ステップ（６０３）において、プリンタジャムが発生していなかった場合にもステップ（
６０１）に戻る。
【０２２４】
ステップ（６０５）において、コピーＢの画像読み込み開始後にジャム処理を行うように
選択された場合は、ステップ（６１０）に進み、図２８に示すようなコピーＢの設定画面
２８００を表示し、スタートキーが押下されてコピーＢの画像読み込み開始を指示される
まで待ち続ける（６１１）。ステップ（６１１）においてスタートキーが押下された場合
はコピーＢの読み込みを開始する（６１２）。
【０２２５】
また、ステップ（６０２）において、コピーＡのプリントが終了したと判断した場合にも
、ステップ（６１１）に進み、コピーＢの読み込み開始の指示を待ち続ける。ここで、続
けてコピーＡの次のジョブの読み込みを開始した場合には、コピーＢを読み込み開始不可
にしてコピーＡの画像読み込み終了を待つようにしてもよい（状態Ｉ）。
【０２２６】
ステップ（６０１）において、スタートキーが押下された場合には、コピーＢの読み込み
を開始して処理を終了する（６０９）。移行後のコピーＡ，コピーＢそれぞれの動作は、
コピーＡはプリント中（またはスタンバイ），コピーＢは画像読み込み中（状態ＩＩＩ）
となる。
【０２２７】
図２０は、本発明に係る画像形成装置における第８のデータ処理手順の一例を説明するフ
ローチャートであり、コピーＡがプリント中，コピーＢが読み込み中（状態ＩＩＩ）にお
ける、コピーＢの制御手順，画面表示タイミングを示すものであり、状態ＩＩでコピーＢ
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の画像読み込みを開始することによりスタートする。なお、（７０１）～（７０９）は各
ステップを示す。
【０２２８】
まず、図２９に示すようなコピーＢの読み込み中画面２９００を表示する（７０１）。次
にステップ（７０２）に進み、コピーＢの画像読み込みが終了したか否か判断する。読み
込みが終了していないと判断した場合は、コピーＢの画像読み込み中にＤＦジャムが発生
しているか否か判断する（７０３）。ステップ（７０３）において、ＤＦジャムが発生し
ていた場合には、図２４に示すようなＤＦのジャム表示（フィーダジャム画面２４００）
を行い（７０４）、ジャム状態が解除されるまで待ち続ける（７０５）。
【０２２９】
ステップ（７０５）においてジャム処理が終了しジャムが解除された場合には、コピーＢ
の画像読み込みを再度開始するために原稿を再セットする画面（不図示）を表示し（７０
６）、スタートキーが押下されるのを待つ（７０７）。ステップ（７０７）においてスタ
ートキーが押下された場合には、コピーＢの画像読み込み動作を再開（リカバリ動作）し
、画像読み込み中の画面を表示する（７０８）。読み込み中の画面表示後ステップ（７０
２）に戻り、以降コピーＢの画像読み込みが終了するまでステップ（７０２）から（７０
８）の処理を繰り返す。また、ステップ（７０３）においてＤＦジャムが発生していなか
った場合にもステップ（７０２）に戻る。
【０２３０】
ステップ（７０２）において、コピーＢの画像読み込みが終了していると判断した場合は
、ステップ（７０９）に進み、コピーＢがプリント待機状態に移行して処理を終了する。
移行後のコピーＡ，コピーＢそれぞれの動作は、コピーＡはプリント中（またはスタンバ
イ）、コピーＢはプリント待機中（状態ＩＶ）となる。
【０２３１】
なお、状態ＩＩＩのコピーＢの読み込み中に、コピーＡでプリンタジャムが発生している
か否か判断していないが、これは、コピーＡのプリント中におけるプリンタジャムと、コ
ピーＢの画像読み込みにおけるプリンタジャムとコピーＢの画像読み込みにおけるＤＦジ
ャムのどちらが発生したのかをユーザが混乱して判断できなくなることを招くのを防ぐた
めである。混乱を招くのを防ぐ他の方法として、ジャム表示はせずに、動作表示領域６３
２を用いて、図３０に示すようにコピーＡでプリンタジャムが発生した旨を伝えるように
してもよい。
【０２３２】
図２１は、本発明に係る画像形成装置における第９のデータ処理手順の一例を説明するフ
ローチャートであり、コピーＡがプリント中（またはスタンバイ）、コピーＢがプリント
待機中（状態ＩＶ）における、コピーＢの制御手順，画面表示タイミングを示すものであ
り、状態ＩＩＩでコピーＢの画像読み込みが終了されることによりスタートする。なお、
（８０１）～（８０７）は各ステップを示す。
【０２３３】
まず、図３１に示すようなコピーＢのプリント待機中画面３１００を表示する（８０１）
。次にステップ（８０２）に進み、コピーＡのプリントが終了したか否か判断する。プリ
ントが終了していないと判断した場合は、コピーＡのプリント中にプリンタジャムが発生
しているか否かを判断する（８０３）。
【０２３４】
ステップ（８０３）においてプリンタジャムが発生していた場合には、ジャムが解除され
ない限りコピーＢのプリント動作を開始することができないため、図２７に示すようなプ
リンタのジャム表示（プリンタジャム画面２７００）を行い（８０４）、ジャム状態が解
除されるまで待ち続ける（８０５）。
【０２３５】
ステップ（８０５）においてジャム処理が終了しジャムが解除された場合には、再びコピ
ーＢのプリント待機中画面を表示する（８０６）。プリント待機中画面表示後ステップ（
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８０２）に戻り、以降コピーＡのプリントが終了するまでステップ（８０２）から（８０
６）の処理を繰り返す。また、ステップ（８０３）において、プリンタジャムが発生して
いなかった場合にもステップ（８０２）に戻る。
【０２３６】
ステップ（８０２）において、コピーＡのプリントが終了していると判断した場合は、ス
テップ（８０７）に進み、コピーＢのプリントを開始して処理を終了する。移行後のコピ
ーＡ，コピーＢそれぞれの動作は、コピーＡはスタンバイ（次のジョブの読み込み開始可
能）、コピーＢはプリント中（状態Ｖ）となる。
【０２３７】
図２２は、本発明に係る画像形成装置における第１０のデータ処理手順の一例を説明する
フローチャートであり、コピーＡがスタンバイ（次のジョブの読み込み開始可能）、コピ
ーＢがプリント中（状態Ｖ）における、コピーＢの制御手順，画面表示タイミングを示す
ものであり、状態ＩＶでコピーＢのプリントが開始されることによりスタートする。なお
、（９０１）～（９０９）は各ステップを示す。
【０２３８】
まず、図３２に示すようなコピーＢのプリント中画面３２００を表示する（９０１）。な
お、コピーＡの次の画像読み込みが開始されていれば、図３３に示すようなコピーＢのプ
リント中画面３３００を表示する。次にステップ（９０２）に進み、コピーＢのプリント
が終了したか否かを判断する。プリントが終了していないと判断した場合は、コピーＢの
プリント中にプリンタジャムが発生しているか否か判断する（９０３）。
【０２３９】
ステップ（９０３）においてプリンタジャムが発生していた場合には、直ちに図２７に示
すようなプリンタのジャム表示を行い（９０４）、ジャム状態が解除されるまで待ち続け
る（９０５）。ステップ（９０５）においてジャム処理が終了しジャムが解除された場合
には、プリント動作を再開して、コピーＢのプリント中画面を表示する（９０６）。その
後ステップ（９０２）に戻り、以降コピーＢのプリントが終了するまでステップ（９０２
）から（９０６）の処理を繰り返す。また、ステップ（９０３）においてプリンタジャム
が発生していなかった場合にもステップ（９０２）に戻る。
【０２４０】
ステップ（９０２）において、コピーＢのプリントが終了していると判断した場合は、ス
テップ（９０７）に進み、コピーＡの画像読み込みが開始されてＤＦジャムが発生してい
るか否か判断する。ステップ（９０７）においてＤＦジャムが発生していた場合には、図
２４に示すようなＤＦのジャム表示を行い（９０８）、ジャム状態が解除されるまで待ち
続ける（９０９）。ステップ（９０９）においてジャム処理が終了しジャムが解除された
場合には、処理を終了する。また、ステップ（９０７）において、ＤＦジャムが発生して
いなかった場合にも処理を終了する。
【０２４１】
コピーＢのプリント処理が終了すると、コピーＢの画面は再び図２３に示すような画面に
戻る。
【０２４２】
以上で、コピーＢの画像読み込みからプリントまでの一連の処理を終了し、この後再び状
態Ｉ、もしくは、コピーＡ，コピーＢともスタンバイ（次にジョブの設定可能、かつ読み
込み開始可能）の状態へ移行する。
【０２４３】
以上のように制御を行うことによって、コピーＡ実行中にコピーＢのコピー動作を効率良
く進めることができ、かつコピーＡ，コピーＢがどのような動作状態であっても、効果的
にジャム表示を行うことが可能となる。
【０２４４】
以下、図３４に示すメモリマップを参照して本発明に係る画像形成装置で読み出し可能な
データ処理プログラムの構成について説明する。
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【０２４５】
なお、本実施形態においても、図９に示した画面を表示してプリント出力待ち行列に登録
されている出力要求の順番を変更するように構成してもよい。
【０２４６】
図３４は、本発明に係る画像形成装置で読み出し可能な各種データ処理プログラムを格納
する記憶媒体のメモリマップを説明する図である。
【０２４７】
なお、特に図示しないが、記憶媒体に記憶されるプログラム群を管理する情報、例えばバ
ージョン情報，作成者等も記憶され、かつ、プログラム読み出し側のＯＳ等に依存する情
報、例えばプログラムを識別表示するアイコン等も記憶される場合もある。
【０２４８】
さらに、各種プログラムに従属するデータも上記ディレクトリに管理されている。また、
各種プログラムをコンピュータにインストールするためのプログラムや、インストールす
るプログラムが圧縮されている場合に、解凍するプログラム等も記憶される場合もある。
【０２４９】
本実施形態における図１０～図１３，図１７～図２２に示す処理が外部からインストール
されるプログラムによって、ホストコンピュータにより遂行されていてもよい。そして、
その場合、ＣＤ－ＲＯＭやフラッシュメモリやＦＤ等の記憶媒体により、あるいはネット
ワークを介して外部の記憶媒体から、プログラムを含む情報群を出力装置に供給される場
合でも本発明は適用されるものである。
【０２５０】
以上のように、前述した実施形態の機能を実現するソフトウエアのプログラムコードを記
録した記憶媒体を、システムあるいは装置に供給し、そのシステムあるいは装置のコンピ
ュータ（またはＣＰＵやＭＰＵ）が記憶媒体に格納されたプログラムコードを読出し実行
することによっても、本発明の目的が達成されることは言うまでもない。
【０２５１】
この場合、記憶媒体から読み出されたプログラムコード自体が本発明の新規な機能を実現
することになり、そのプログラムコードを記憶した記憶媒体は本発明を構成することにな
る。
【０２５２】
プログラムコードを供給するための記憶媒体としては、例えば、フロッピーディスク，ハ
ードディスク，光ディスク，光磁気ディスク，ＣＤ－ＲＯＭ，ＣＤ－Ｒ，磁気テープ，不
揮発性のメモリカード，ＲＯＭ，ＥＥＰＲＯＭ等を用いることができる。
【０２５３】
また、コンピュータが読み出したプログラムコードを実行することにより、前述した実施
形態の機能が実現されるだけでなく、そのプログラムコードの指示に基づき、コンピュー
タ上で稼働しているＯＳ（オペレーティングシステム）等が実際の処理の一部または全部
を行い、その処理によって前述した実施形態の機能が実現される場合も含まれることは言
うまでもない。
【０２５４】
さらに、記憶媒体から読み出されたプログラムコードが、コンピュータに挿入された機能
拡張ボードやコンピュータに接続された機能拡張ユニットに備わるメモリに書き込まれた
後、そのプログラムコードの指示に基づき、その機能拡張ボードや機能拡張ユニットに備
わるＣＰＵ等が実際の処理の一部または全部を行い、その処理によって前述した実施形態
の機能が実現される場合も含まれることは言うまでもない。
【０２５５】
また、本発明は上述した実施形態に限らずクレームに示した範囲で種々の変形が可能であ
る。
【０２５６】
【発明の効果】
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以上説明したように、本発明によれば、第１のジョブの実行中に第２のジョブの設定操作
を行っている途中で、第１のジョブの異常が発生した場合の警告表示を適切に行うこと、
さらに、記録系の異常に応じて次のジョブの表示画面の切り換えを適切に制御できるとい
う効果を奏する。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第１実施形態を示す画像形成装置の構成を説明する断面図である。
【図２】本発明の第１実施形態を示す画像形成装置の制御構成を説明するブロック図であ
る。
【図３】図２に示した画像処理部の構成を説明するブロック図である。
【図４】図２に示した画像メモリ部の構成を説明するブロック図である。
【図５】図３に示した外部Ｉ／Ｆ処理部の構成を説明するブロック図である。
【図６】図２に示した第１の操作部の構成を説明する図である。
【図７】図６に示した表示パネルに表示される応用モード選択画面の一例を説明する図で
ある。
【図８】図６に示した表示パネルに表示されるお好みキー設定画面の一例と、登録された
お好みキーが表示された表示パネルに表示される「コピーＡ」設定画面の一例を説明する
図である。
【図９】図２に示した表示パネルに表示されるプリント出力待ちの状況を表示する出力順
表示画面の一例を説明する図である。
【図１０】本発明に係る画像形成装置における第１のデータ処理手順の一例を示すフロー
チャートである。
【図１１】本発明に係る画像形成装置における第２のデータ処理手順の一例を示すフロー
チャートである。
【図１２】本発明に係る画像形成装置における第３のデータ処理手順の一例を示すフロー
チャートである。
【図１３】本発明に係る画像形成装置における第４のデータ処理手順の一例を示すフロー
チャートである。
【図１４】本発明の第２実施形態に係る画像処理装置の制御構成を説明する図である。
【図１５】図１４に示した第２の操作部の構成を説明する図である。
【図１６】図１４に示したＲＡＭの管理構成を説明するブロック図である。
【図１７】本発明に係る画像形成装置における第５のデータ処理手順の一例を示すフロー
チャートである。
【図１８】本発明に係る画像形成装置における第６のデータ処理手順の一例を説明するフ
ローチャートである。
【図１９】本発明に係る画像形成装置における第７のデータ処理手順の一例を説明するフ
ローチャートである。
【図２０】本発明に係る画像形成装置における第８のデータ処理手順の一例を説明するフ
ローチャートである。
【図２１】本発明に係る画像形成装置における第９のデータ処理手順の一例を説明するフ
ローチャートである。
【図２２】本発明に係る画像形成装置における第１０のデータ処理手順の一例を説明する
フローチャートである。
【図２３】コピーＡ画像読込み時且つコピーＢモード設定時のコピーＢの表示画面を示す
図である。
【図２４】コピーＡのフィーダジャム時且つコピーＢモード設定時のコピーＢの表示画面
を示す図である。
【図２５】コピーＡプリント時且つコピーＢモード設定時のコピーＢの表示画面を示す図
である。
【図２６】コピーＡプリントジャム時且つコピーＢモード設定時のコピーＢの表示画面を
示す図である。
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【図２７】コピーＡプリントジャム処理時且つコピーＢモード設定時のコピーＢの表示画
面を示す図である。
【図２８】コピーＡプリントジャム時且つコピーＢモード設定時のコピーＢの表示画面を
示す図である。
【図２９】コピーＡプリント時且つコピーＢ画像読込み時のコピーＢの表示画面を示す図
である。
【図３０】コピーＡプリントジャム時且つコピーＢ画像読込み時のコピーＢの表示画面を
示す図である。
【図３１】コピーＡプリントジャム時且つコピーＢ画像読込み終了後のコピーＢの表示画
面を示す図である。
【図３２】コピーＡプリント終了後且つコピーＢプリント時のコピーＢの表示画面を示す
図である。
【図３３】コピーＡ画像読込み時且つコピーＢプリント時のコピーＢの表示画面を示す図
である。
【図３４】本発明に係る画像形成装置で読み出し可能な各種データ処理プログラムを格納
する記憶媒体のメモリマップを説明する図である。
【符号の説明】
３　画像メモリ部
１７０　画像処理部
１７１　ＣＰＵ
１７２　第１の操作部
１７３　入出力ポート
１７４　ＲＯＭ
１７５　ＲＡＭ
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【 図 ３ 】 【 図 ５ 】

【 図 ７ 】

【 図 ６ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】 【 図 １ ３ 】

【 図 １ ４ 】
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